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華
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に
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史
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は
じ
め
に

光
宅
寺
法

雲

(四
六
七
-
五
二
九
)
の

『法
華
義
記
』
(法
雲
の
講
義
を
弟
子
が
筆
録
し
た
も
の
)
は
中
国
法
華
思
想
史

の
な
か
で
も
重
要
な
著

作

で
あ

る
。
竺
道
生

(
三
五
五
頃
i

四
三
四
)
の

『妙
法
蓮
花
経
疏
』
が
現
存
す

る
中
国
最
古

の
法
華
疏

で
あ
り
、
そ

の
重
要
性
は
決
し
て
看
過
し

て
は
な
ら
な

い
が
、
後

の
智
顕

(
五
三
八
-

五
九
七
)
や
吉
蔵

(
五
四
九
-
六
二
三
)
に
対
す

る
圧
倒
的
な
影
響
力
を
考
え

る
と
、
『
法
華
義
記
』

の
研
究
も
き
わ

め
て
重
要

で
あ

る
と
考
え

ら
れ
る
。
智
頻

や
吉
蔵
は
、
法
雲
と

の
対
決
を
通
し
て
彼
ら
独
自

の
法
華
経
観
を
形
成
し
て

い
っ
た

と
言

っ
て
も
過
言

で
は
な

い
で
あ

ろ
う
。
彼
ら

の
法
華
疏
に
お
け
る
法

雲

へ
の
言
及

の
多
さ
、
法
雲

に
対
す

る
厳
し

い
批
判
を
見
れ
ば
、
そ

の

こ
と
も
承
認
さ
れ
る

で
あ

ろ
う

。
ま
た
、
法
雲
に
対
す
る
批
判
だ
け

で
な
く
、
法
雲

の
法
華
経
解
釈
を
踏
襲
し

て
い
る
こ
と

の
多

い
こ
と
も
忘

れ
て
は
な
ら
な

い
で
あ

ろ
う
。
し
た
が

っ
て
、
中
国
法
華
思
想
史
を
研
究
す

る
に
あ
た

っ
て
、
『
法
華
義

記
』

の
法
華
経
解
釈
を
先
ず
把
握

し
、

さ
ら

に
そ
れ
を
智
頻

や
吉
蔵

の
解
釈
と
比
較
研
究
す

る
こ
と
が
重
要

で
あ

る
と
考
え

ら
れ
る
。

一
方
、
筆
者
は
中
国
に
お
け
る
教
判
思
想

の
形
成

に
及
ぼ
し
た

『
法
華
経
』
信
解
品

の
讐
喩
、
い
わ
ゆ
る
長
者
窮
子

の
讐
喩

に
関
心
を
持

ち
、
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(
-

)

ひ
と
ま
ず
吉
蔵

の

『
法
華

玄
論

』
を
資
料
と
し

て
考
察

し
た

こ
と

が
あ

る
。
そ
こ
で
、
本
稿

で
は
、
『
法
華
義
記
』
研
究
と
信
解
品

の
讐
喩

の

考
察
を
接
合
さ
せ
て
論
題

の
ご
と
き
問
題
を
扱
う

こ
と
に
す

る
。
智
頻

や
吉
蔵

の
解
釈

の
分
析
、
法
雲
と

の
比
較
な
ど
は
今
後

の
課
題
と
し
て
、

こ
こ
で
は
法
雲

の
解
釈

の
内
在
的
分
析
、
整
理
を
主
眼
と
す
る
。

第

一
節

で
は
、
信
解
品

の
讐
喩
と
そ

の
基
づ
く
方
便
品

の
説
と

の
関
係
、
ま
た
、
信
解
品

の
讐
喩
と
讐
喩
品

の
火
宅

の
讐
喩
と

の
対
応
関
係

に

つ
い
て
考
察
す

る
。
法
雲
が

『
法
華
経
』
各

品
に
お
け
る
所
説

の
間
に

い
か

に
緊
密
な
関
係
を
見

い
出
し
て

い
る
か
が

よ
く
分
か
る
で
あ

ろ

う

。
第

二
節
で
は
、
信
解
品

の
警
喩

の
詳
細
な
分
科
を
整

理
し
て
表
示
す
る
。
法
雲

の
注
釈

の
最
も
大
き
な
特
徴
は
煩
項
と
も

い
え

る
分
科

に

あ

っ
た
の
で
あ
り
、
当
時

の
仏
教
学

の
主
眼
が
経
典

の
構
成
を

い
か
に
精
緻

に
分
析
す

る
か
に
あ

っ
た
か
が
よ
く
分
か
る
で
あ

ろ
う
。
第

三
節

で
は
、
讐
喩
が
具
体
的
に
何
を
意
味
し
て

い
る
か
に

つ
い
て
の
法
雲

の
解
釈
を
整
理
す

る
。
讐

喩

の
解
釈
に
お

い
て
は
、
経
文

の
字
句

の
細

か

い
注
釈
よ
り
も
、
そ

の
思
想
的
解
釈
が
目
立

っ
て

い
る
。
大
部

の
経
典

の
注
釈

に
お

い
て
は
当

然

の
方
法
で
あ

ろ
う

が
、

こ
れ
も
ま
た
当
時

の

仏
教
学

の
特
徴
で
あ
る
。
本
節

で
は
、
法
雲
が
ど

の
よ
う
な
教
判
思
想
を
持

っ
て

い
た

の
か
、
ま
た
、
感
応
思
想
に
基
づ
く
讐
喩
解
釈

の
実
態

が
ど

の
よ
う
な
も

の
か
な
ど
が
明
ら
か
と
な

る
で
あ

ろ
う
。

第

一
節

方
便
品

・
讐
喩
品
と
の
対
応

法

雲
は
、
信
解
品

の
讐
喩
に

つ
い
て
、
『法
華
義
記
』
巻
第

五
に

「
開
讐

の
中
に
就

い
て
凡
そ
九
讐
を
作
す
」
(大
正
三
三

・
六
一二
五
上
。
以
下

『
法

華
義
記
』
か
ら
の
引
用
は
本
文
中
に
頁

・
段
の
み
を
記
す
)
と
あ

る
よ
う

に
九
種

に
分
類
し
て

い
る
。
そ

の
内
容

に

つ
い
て
は
、

九
讐
者
、
第

一
明
父
子
相
失
讐
。
第

二
明
父
子
相
見
讐
。
第
三
明
呼
子
不
得
讐

。
第

四
明
呼
子
得
讐
。
第

五
明
教
作

人
讐
。
第

六
明
付
財

物
讐
。
第
七
明
見
子
長
大
讐
。
第

八
明
付
家
業
讐
。
第
九
明
家
業
故
歓
喜
讐
也

。
(六
一二
五
上
1
中
)

と
あ

る
。
第

一
は
父
と
子
が
互

い
に
相
手
を
失
う
讐
喩
、
第

二
は
父
と
子
が
互

い
に
見
る
讐
喩
、
第

三
は
父
が
子
を
呼

ん
で
も
う
ま
く

い
か
な
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い
と

い
う

讐

喩

、
第

四
は
う

ま

く

い
く

讐

喩

、
第

五

は
父

が

子

(作
人
、

つ
ま
り
労
働
者
は
子
を
た
と
え
る
)
を

教
え

る
讐

喩

、
第

六

は

父
が

子

に

ゆ
だ

財
産
を
委
ね
る
讐
喩
、
第
七
は
父
が
子

の
成
長
す
る

の
を
見
る
讐
喩
、
第

八
は
父

の
家
業
を
子
に
委
ね
る
讐
喩
、
第
九

は
子
が
父

の
家
業
を
得

て
歓
喜
す

る
讐
喩
で
あ
る
。

こ
の
信
解
品

の
九
讐
は
、
讐
喩
品

の
火
宅

の
十
讐
、
及
び
方
便
品

の
十
讐

の
本

(讐
喩
の
基
づ
く
根
本
の
こ
と
)
と
対
応

関
係
を
有
す

る
。
と

い
う

の
は
、
方
便
品

の
法
説
を

理
解

で
き
な

い
中
根

の
声
聞

の
た
め
に
、
仏
が
方
便
品

の
法
説
を
讐
喩

の
形
式

で
改
め
て
説

い
た
も

の
が
讐
喩

品

の
火
宅

の
讐
喩
で
あ
り
、
さ
ら
に
、

こ
の
火
宅

の
讐
喩

に
対
す

る
四
大
声
聞

の
理
解
を
讐
喩
に
仮
託
し

て
示

し
た
も

の
が
信
解
品

の
窮
子

の

(
2

)

讐
喩
だ
か
ら
で
あ
る
。
法
雲
は
、
信
解
品

の
讐
喩
と

、
火
宅

の
十
讐
、
及
び
方
便

品

の
十
讐

の
本
と

の
対
応

関
係
に

つ
い
て

一
々
指
摘

し
て

い

る
が
、
そ

の
前

に
、
後

の
論
述

の
便
宜
上
、
火
宅

の
十
讐
、
及
び
方
便

品

の
十
讐

の
本

の
内
容
に

つ
い
て
説
明
を
し
て
お
こ
う
。
方
便
品

の
十

讐

の
本
は
、
方
便
品

の
末
尾

の
長

い
偶

の
な
か
の
三
十
六
行
半

の
偶
を
十
段

に
分
類
し
た
も

の
で
あ

る
。
今
、

そ
の
経
文

の
箇
所
と
そ

の
思
想

(
3

)

内
容

を

『
法
華

義

記

』

に

よ

っ
て
整

理
し

て
示

す

。

1

「
今

我

亦

如

是

…

…
皆

令

得

歓

喜
」

(大
正
九

・
九
中

二

=

1

二
四
行
)
…

…

「
諸

仏

の
先

三
後

一
の
意

に
同

じ
き

を
帖

す

。
名

づ

け

て
化

主

同
と

為

す

」
(今

の
釈
迦
仏
も
諸
仏
と
同
じ
く
先
に
三
乗
を
説
き
、
後

に

一
乗
を
説
く

こ
と
を
言

っ
た
も

の
で
あ
ろ
う

)

く
ら

2

「舎

利
弗

当

知

…

…
而

起

大

悲

心

」

(二
五
行
ー
下

・
三
行
)
…

…

「
仏

、
法

身

地

に
在

り

て
、

化

す

る
所

の
衆

生

、

五
濁

に
悟

ま

さ

る

る
を

見

る
」

3

「
我
始

坐
道

場
…

…
疾

入
於

浬
桑

」
(
四
-

一
六
行
)
…

…

「
仏

、

世

に
応

じ

大
乗

を

以

て
衆

生

を

化

す

に
得

ず

」

4

「
尋
念

過

去

仏

…

…
我

常
如

是

説

」
(
一
七
行
-

一
〇
上

・
九
行
)
…

…

「
仏

、

三
乗

に
因

り

て
衆

生

を
化

得

す

」

5

「
舎
利

弗

当

知

…

…
無

量
千

万

億

」
(
一
〇
1

一
一
行
)
…

…

「
仏

、

三
乗

人

の
大

乗

の
機

発

す

る
を
見

る
」

も
と

6

「
成

以
恭

敬

心

…

…
方

便
所

説

法

」
(
一
ニ
ー

一
三
行
)
…

…

「
三
乗

人

、

果
を

索

む
」

7

「
我

即
作

是

念

…

…
今

我
喜

無

畏

」
(
一
四
-

一
八
行
)
…

…

「
仏
、

衆

生

の
大

乗

の
…機
発

す

る
を

見

る

が
故

に
歓

喜

す

」
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8

「
於
諸
菩
薩
中
…
…
但
説
無
上
道

」
(
一
八
-

一
九
行
)
…
…

「
仏
、
衆
生

の
為
め
に
大
乗
を
説
く
」

9

「
菩
薩
聞
是
法
…
…
過
於
優
曇
華

」
(
二
〇
行
-
中

・
三
行
)
…
…

「
三
乗
人
、
大
乗
を
受

け
行
ず
」

10

「
汝
等

勿
有
疑
…
…
無
声
聞
弟
子
」
(四
-
六
行
)
…
…

「
虚
妄
な
ら
ず
」

こ
の
方
便
品

の
十
讐

の
本
は
、

為

下
火
宅
中
十
讐
作
本
。
遠
為
化
城
讐
作
本
。
亦
遠
論
窮
子
讐
作
本
也
。
(六
〇
九
上
)

と
あ

る
よ
う

に
、
火
宅

の
讐
喩
ば
か
り
で
な
く

、
信
解
品

の
讐
喩
、
化
城
喩
品

の
讐
喩

の
根
本
と
な

る
重
要
な
も

の
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
当

面
、
火
宅

の
讐
喩
が
問
題

で
あ

る
。
『
法
華
義
記
』
巻
第

四
の
讐
喩
品

の
注

に
は
、
火
宅

の
讐
喩
と
方
便
品
と

の
関
係

に

つ
い
て
、

今
就
開
讐
之
中
、
凡
開
十
讐
。
即
讐
上
方
便
品
中
十
種
法
説
也
。
(六

一
四
中
)

と
述

べ
た
う
え

で
、
火
宅

の
十
讐

の
分
類
と
、
方
便
品

の
十
讐

の
本
と

の
対
応

に

つ
い
て
説
明
し
て

い
る
。
方
便
品

の
十
讐

の
本
と

の
対
応

に

・

(
4

)

つ
い
て
は
、
火
宅

の
第
六
が
方
便
品

の
第
七
に
、
第
七
が
第
六

に
そ
れ
ぞ
れ
逆
対
応
す
る
ほ
か
は
、
順

に
対
応

し
て
い
る
の
で
、

一
々
記
す

ご

(
5

)

と
は
し
な

い
。
そ
こ
で
、
次
に
火
宅

の
十
讐

の
名
称
と
経
文

の
箇
所
を
記
す
こ
と
と
す
る
。

1

「
若
国
邑
聚
落
…
…
在
此
宅
中
」
(大
正
九

・
一
二
中

・
一
三
-

一
九
行
)
…
…
宅
主
讐

(
総
讐

)

2

「
長
者
見
是
大
火
…
…
無
求

出
意
」
(
一
九
-
二
一二
行
)
…
…
長
者
見
火
讐

3

「
舎
利
弗
…
…
視
父
而
已
」
(
二
三
行
ー

一
二
下

・
四
行
)
…
…
長
者
救
子
不
得
警

4

「
爾
時
長
者
…
…
争
出
火
宅
」
(四
-

一
三
行
)
…
…
長
者
用

三
車
救

子
不
得
讐

5

「
是
時
長
者
…
…
無
復
障
磯

」
(
一
三
-

一
五
行
)
…
…
長
者
見
子
免
難
讐

6

「
其
心
泰
然
歓
喜

踊
躍
」
(
一
五
行
)
…
…
長
者
見
子
出
難
故
歓
喜
讐

7

「
時
諸
子
等
…
…
願
時
賜
与

」
(
一
五
-

一
七
行
)
…
…
諸
子
索
車
讐

8

「
舎
利
弗
…
…
何
況
諸
子
」
(
一
八
-
二
九
行
)
…
…
長
者
賜
大
車
讐
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9

「
是
時
諸
子
…
…
非
本
所
望
」
(
一
三
上

・
一
行
)
…
…
諸
子
得
大
車
故
歓
喜
讐

10

「
舎
利
弗
…
…
等
与
大
車
」
(
ニ
ー

一
〇
行
)
…
…
不
虚
妄
讐

さ

て
、
信
解

品

の
警
喩
と
火
宅

の
馨
喩
と

の
対
応
関
係
に

つ
い
て
図
示
す

る
と
、
次

の
よ
う

に
な

る

(方
便
品
と
の
対
応
は
自
ず
と
分
か
る
は

ず
で
あ
る
の
で
省
略
す
る
)。

信
解
品

の
讐
喩

1

火
宅

の
讐
喩

1

0
乙

9
々

つ
U

つ
0

4

・

FO

4

7
8

r
D

O
O

Q
O

Q
》

0
ゾ

信
解
品

の
讐
喩

の
な
か
に
は
火
宅

の
讐
喩

の
6
、

7
、

10
と
対
応
す

る
も

の
が
な

い
こ
と
、
信
解
品

の
讐
喩

の
4
、

5
が
合
し
て
火
宅

の
警

喩

の
4
に
対
応

し
て

い
る
こ
と
、
信
解
品

の
讐
喩

の
6
は
新
た
に
設
け
ら
れ
た
も

の
で
、
火
宅

の
讐
喩

の
な
か
に
対
応
す

る
も

の
が
な

い
こ
と
、

が
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
点

に
関
し
て
、
法
雲
は
、

上
火
宅
中
本
有
十
讐
。
此
中
唯
領
七
讐
、
不
領

三
讐
。
不
領
第
六
父
歓
喜
。
亦
不
領
第
七
諸

子
索
車

。
亦
不
領
第

十
不
虚
也
。
所
以
不
領

第
六
者
、
只
解
第
五
免
難
警
、
第
六
父
歓
喜
之
義
自
顕
。
所
以
不
領
第
七
者
、
上
諸
子
索
車

此
即
是
迷
惑
之
心
。
是
故
隠
而
不
領
。
所
以

不
領
第
十
者
、
上
第
十
是
不
虚
妄
。
今
日
既
得
解
、
何
仮
領
上
不
虚
妄
。
若
使
領
者
、
如
似
言
不
解
之
時
。
昔

日
有
虚
妄
。
今

日
既
無
虚

妄
。
是
故

不
領
。
上
既
有
十
讐
、
今
唯
領
七
讐
、
ロ
ハ
応
有
七
。
所
以
有
九
磐
者
、
此
中
第

四
第

五
両
讐
共
領
上
火
宅
中
第
四
長
者
救

子
得

讐
。
此
中
第
六
付
財
物
讐
不
領
上
開
三
顕

一
之
意
。
此
乃
遠
領
大
品
座
席
時
意

。
(六
三
三
上
)
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と
述

べ
て

い
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
先
ず
火
宅

の
讐
喩

の
第

六
と
対
応
す
る
も
の
が
な

い
理
由

は
、
第

五
の
免

難
讐
を
領
解
す
れ
ば

、
第
六

の

讐
喩

の
父
が
歓
喜
す
る
と

い
う
内
容
は
自
ず
と
明
ら
か
に
な
る
の
で
、
改
め
て
信
解
品
で
言
う
必
要
が
な

い
と

い
う
も

の
で
あ

る
。
次

に
、
火

宅

の
讐
喩

の
第
七
と
対
応
す
る
も

の
が
な

い
理
由

は
、
迦
葉
な
ど

の
四
大
声
聞

の
領
解
を
示
す
信
解
品

の
讐
喩

に
お

い
て
は
、
迷

い
の
心
を
示

す
諸
子
索
車

に
対
応
す
る
も

の
を
説
く
必
要
が
な

い
と

い
う
も

の
で
あ

る
。
次

に
、
火
宅

の
讐
喩

の
第
十
と
対
応
す

る
も

の
が
な

い
理
由

は
、

火
宅

の
讐
喩

に
お

い
て
は
、
三
車
を
与
え

る
と
言

い
な
が
ら
実

は
大
白
牛
車
を
与
え
た

こ
と

に

つ
い
て
虚
妄

で
な

い
こ
と
を
示

さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か

っ
た
が
、
四
大
声
聞

の
領
解
を
示
す
信
解
品

の
讐
喩
に
お

い
て
は
す
で
に
虚
妄
か
ど
う
か

の
疑
問

は
な

い
の
で
、
改

め
て
虚
妄

で
な

い

こ
と
を
言
う
必
要
が
な

い
と

い
う

も

の
で
あ
る
。
次
に
、
信
解
品

の
讐
喩

の
第

六
は
、
開
三
顕

一
の
趣
旨
を
説
く
火
宅

の
讐
喩
と
は
関
係
せ
ず

、

(
6

)

大
品
般
若
経

の
説
法
を
領
解
し
た
も

の
で
あ

る
こ
と

が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
信
解
品

の
讐
喩

の
4
、

5
が
合

し
て
火
宅

の
讐

喩
の
4
に

対
応
し
て

い
る
こ
と

に

つ
い
て
は
、
後
に
、
仏
身
論

の
視
点

か
ら
、

所

以
爾
者
、
法
説
之
中
偏
就
応
身
上
明
、
故
合
而
不
離
。
今
明
四
大
声
聞
領
解
深
取
仏
意
。
就
真
応

二
身

上
明
之
、
故
宜

分
為

二
也
。
(
六

三
三
中
)

と
答
え
ら
れ
て

い
る
。

第
二
節

讐
喩
の
分
科

『
法
華
義

記
』

に
お
け
る
注
釈

の
最
も
力
点

の
あ

る
と

こ
ろ
は
、
経
文

の
き
わ

め
て
詳
細
な
段
落

分
け

11
分
科

で
あ

る
。

こ
の
こ
と

に

つ
い

(
7

)

て
は
智
顕
も
指
摘
し
、
か

つ
批
判
し
て

い
る
。
こ
こ
で
は
、
信
解
品

の
讐
喩

に
対
す

る

『
法
華
義
記
』

の
詳
細
な
分
科
を
左
に
表
示
す
る
。
分

類

の
名
称

は
讐
喩

の
内
容
に
基
づ

い
た
も

の
で
あ

る
が
、

一
部
、
讐
喩

の
思
想
的
解
釈

に
基
づ
く
名
称
が
出

る
。
思
想
的
解
釈

の
全
体
は
次
節

に
譲

る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
経
文

の
句
逗

は
、
途

中
で
分
節

さ
れ
て
い
る
場
合
も
本
来

の
句
逗
を
残
し
た

の
で
、
末
尾
が
読
点

で
終
わ

っ
て
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い
る
場
合
も
あ
り
、
ま
た
逆

に
何
も
付
さ
れ

て
い
な

い
場
合
も
あ

る
。

1

父
子
相
失
讐

1

「
子
、
父

に
背

い
て
去

る
」

①

「
子
、
父
に
背

い
て
去

る
を
明
か
す
」

讐
若
有
人
年
既
幼
稚

、
捨
父
逃
逝
、
久
住
他
国
。
或
十
二
十
至

五
十
歳
。
年
既
長
大
、
加
復
窮
困
、
馳
鵬

四
方
、
以
求
衣
食
。

②

「
子
、
国

に
向

か

っ
て
還

る
を
明

か
す
」

漸
漸
遊
行
、
遇
向
本

国
。

も
と

2

「
父
、
子
を
覚
む

る
に
得
ず
」

ま
さ

①

「正
し
く
子
を
覚
む
る
に
得
ざ
る
を
明
か
す
」

其
父
先
来
求
子
不
得
¢

②

コ

子
を
失
ふ
の
苦
あ
り
と
錐
も
、
家
業
の
大
事
を
廃
さ
ざ
る
を
明
か
す
」

中
止

一
城
。
其
家
大
富
、
財
宝
無
量
。
金
銀
琉
璃
珊
瑚
虎
珀
頗
梨
珠
等
、
其
諸
倉
庫
悉
皆
盈
盗
。
多
有
憧
僕
臣
佐
吏
民
、
象
馬
車
乗
牛
羊

無
数
。
出
入
息
利
乃
遍
他
国
、
商
佑
頁
客
亦
甚
衆
多
。

ま

3

「
子
、
還
た
父
に
近
づ
く
」

①

「
父
に
近
づ
く
縁
由
を
明
か
す
」

時
貧
窮
子
遊
諸

聚
落
、
経
歴
国
邑
、

②

「
正
し
く
父
に
近
づ
く
を
明
か
す
」

遂
到
其
父
所
止
之
城
。

う
た

4

「
父
、
子
を
失
ひ
て
憂
念
す

る
こ
と
転
た
深

し
」
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①

「
子
を
念
ず

る
苦
を
明
か
す
」

父
毎
念
子
。
与
子
離
別

五
十
余
年
、
而
未
曾
向
人
説
如

此
事
。
但
自
思
惟
、
心
懐
悔
恨
。
自
念
老
朽
多
有
財
物
。
金
銀
珍
宝
倉
庫
盈
溢
、

無
有
子
息

。

一
旦
終
没
、
財
物
散
失
、
無
所
委
付
。
是
以
患
勲
毎
憶
其
子
。

②

「
子
を
得
る
の
楽
を
作
念
す

る
を
仮
設
す
る
を
明
か
す
」

復
作
是
念
、
我
若
得
子
委
付
財
物
、
坦
然
快
楽
無
復
憂
慮
。

H

父
子
相
見
讐

1

「
子
、
父
を
見

る
」

①

「
父
を
見
る
の
縁
由
を
明
か
す
」

世
尊
。
爾
時
窮
子
傭
賃
展
転
、

②

「
父
を
見
る
の
処
を
明
か
す
」

遇
到
父
舎

。
住
立
門
側
、

③

「
正
し
く
父
を
見
る
を
明
か
す
」

遥
見
其
父
鋸
師
子
床
宝
机
承
足
。
諸
婆
羅

門
刹
利
居
士
皆
恭
敬
囲
続
。
以
真
珠
理
路
価
値
千
万
、
荘
厳
其
身
。
吏
民
憧
僕
手
執
白
払
、
侍

立
左
右
。
覆
以
宝
帳
、
垂
諸
華
幡
、
香
水
濯
地
、
散
衆
名
華
、
羅
列
宝
物
、
出
内
取
与
。
有
如
是
等
種
種
厳
飾
、
威
徳
特
尊
。

④

「
子
、
父
を
見

て
畏
避

の
心
を
生
じ
懐
く
を
明
か
す
」

窮
子
見
父
有
大
力
勢
、
即
懐
恐
怖
、
悔
来
至
此
。
窃
作
是
念
、
此
或
是
王
、
或
是
王
等
。
非
我
傭
力
得
物
之
処
。
不
如
往
至
貧
里
騨
力
有

地
衣
食
易
得
。
若
久
住
此
、
或
見
逼
迫
強
使
我
作
。
作
是
念
已
、
疾
走
而
去
。

2

「
父
、
子
を
見
る
」

①

「
子
を
見

る
の
処
を
明
か
す
」
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時
富
長
者
於
師
子
座
、

②

「
正
し
く
子
を
見
る
を
明
か
す
」

見
子
便
識
、

③

「
子
を
見
る
が
故
に
歓
喜
す
る
を
明
か
す
」

心
大
歓
喜
。

④

「
長
者
、
開
暢

の
心
念
を
生
ず

る
を
明
か
す
」

即
作
是
念
、
我
財
物
庫
蔵
今
有
所
付
。
我
常

思
念
此
子
、

皿

呼

子
不
得
讐

1

「
一
た
び
呼
ぶ
も
来
た
ら
ず
」

①

「
上

の
勧
教

の
擬
宜
を
領
す
」

a

「
上

の
思
惟
し
て
勧
教
を
作
す
を
領
す
」

即
遣
傍
人
、
急
追
将
還
。

も
つ

b

「
大
乗
教
を
用
て
擬
宜
す

る
を
領
す
」

爾

時
使
者
疾
走
往
捉
。

②

「
勧
む

る
も
機
無
き
を
領
す
」

a

「
小
乗
人
天
等

の
機
有

る
を
明
か
す
」

窮
子
驚
愕
、

b

「
大
…機
無
き
を
領
す
」

称
怨
大
喚
、
我
不
相
犯
。
何
為
見
捉
。

無
由
見
之
。
而
忽
自
来
。
甚
適
我
願
。
我
難
年
朽

、
猶
故
貧
惜
。
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2

「
再

び
呼
ぶ
も
来
た
ら
ず
」

①

「
誠
教

の
擬
宜
を
領
す
」

a

「
上

の
思
惟
し
て
誠
教
を
作
す
を
領
す
」

使
者
執
之
愈
急
、

b

「
正
し
く
誠
教

の
疑
宜
を
領
す
」

強
牽
将
還
。

②

「
誠
む
る
も
機
無
き
を
領
す
」

a

「
大
機
無
き
を
領
す
」

子
時
窮
子
自
念
、
無

罪
而
被
囚
執
。
此
必
定

死
。

b

「
追

っ
て
小
…機
有

る
を
領
す
」

転
更
憧
怖
、
悶
絶
壁

地
。

3

「
父
、
子
を
置
く

(
児
を
放
捨
す

)」

①

「
思
惟
し
て
放
捨

せ
ん
と
欲
す
」

や

a

「
思
惟
し
て
化
を
息
め
ん
と
欲
す
」

父
遥
見
之
、
而
語
使
言
、
不
須
此
人
。
勿
強
将
来
。
以
冷
水
瀧
面
令
得
恨
悟
、
莫
復
与
語
。

、

b

「
化
を
息

め
ん
と
欲
す
る
意
を
釈
す
」

所
以
者
何
。
父
知
其

子
志
意

下
劣
、
自
知
豪
貴
為
子
所
難
。
審
知
是
子
、
而
以
方
便
不
語
他
人
云
是
我
子
。

②

「
正
し
く
児
を
放

つ
を
明
か
す
」

a

「
正
し
く
化
を
息
む
」
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使
者
語
之
、
我
今
放
汝
。
随
意

所
趣
。

-

b

「
化
を
息
め

て
宜

し
き
を
得

る
を
明
か
す
」

窮
子
歓
喜
、
得
未
曾
有
。
従
地
而
起
、
往
至
貧
里
、
以
求
衣
食

。

W

呼
子
得
讐

よ

ー

「
父
、
子
を
喚
ぶ
を
明
か
す
」

①

「
使
ふ

べ
き

の
人
を
覚
む
」

爾
時
長
者
将
欲
誘
引
其
子
、
而
設
方
便
、

②

「
使
ふ

べ
き

の
人
を
得
」

密
遣

二
人
形
色
憔
惇
無
威
徳
者
。

た
め

③

「
使
人

の
与
に
語

る
」

汝
可
詣
彼
徐
語
窮
子
。
此
有
作
処
。
倍
与
汝
直
。
窮
子
若
許
、
将
来
使
作
。

汝
作
。

④

「
使
人
、
命
を
奉

じ
て
子
を
喚
ぶ
」

時
二
使
人
即
求
窮
子
。

2

「
子
、
喚
を
受
く
る
を
見

る
を
明
か
す
」

①

「
衆
生
に
聞
く
に
堪

ゆ
る
の
機
有

る
を
明

か
す
」

既
已
得
之
、

②

「
衆
生
に
能
く
受
く

る
に
堪
ゆ
る

の
機
有

る
を
明
か
す
」

具
陳
上
事
。

若
言
欲
何
所
作
、
便
可
語
之
、
雇
汝
除
糞
。
我
等
二
人
亦
共
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③

「
衆
生

に
能
く
行
ず

る
の
機
有

る
を
明
か
す
」

爾
時
窮

子
先
取
其
価
、
尋
与
除
糞
。

④

「
長
者
、
慰
傷

の
念
を
起

こ
す
を
明
か
す
」

其
父
見
子
、
患
而
怪
之
。

V

教
作
人
讐

1

「
教

へ
て
作
さ
し
む

る
の
縁
由
」

①

「
長
者
、
窮
子
を
見
る
を
明
か
す
」

a

「
長
者
、
子
を
見

る
の
時
を
明
か
す
」

又
以
他

日
、

b

「
子
を
見
る
の
処
を
明
か
す
」

於
窓
傭

中
、

c

「
正
し
く
子
を
見

る
の
相
を
明
か
す
」

遥
見
子
身
巌
痩
憔
悼
、
糞
土
塵
盆
汚
稼
不
浄
。

②

「
長
者
、
貴
人

の
服
飾
を
捨

つ
る
を
明
か
す
」

a

「
如
来
、
種
智
を
捨

つ
る
を
明
か
す
」

即
脱
理
路

b

「
如
来
又
た
功
徳
を
除
く
を
明
か
す
」

細
軟
上
服

c

「
如
来
又
た
相
好
を
捨

つ
る
を
明
か
す
」
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厳
飾
之
具
、

③

「
長
者
、
賎
人

の
服
を
受
く
る
を
明
か
す
」
(②
に
対
応
し
て
③
も
三
分
さ
れ
る
が
分
節
は
省
略
す
る
)

更
著
麓
弊
垢
賦
之
衣
。
塵
土
盆
身

、
右
手
執
持

除
糞
之
器
、
状
有
所
畏
、

2

「
正
し
く
教

へ
て
作
さ
し
む
」

①

「
勧

め
て
勲
作
せ
し
む
」

語
諸
作
人
、
汝
等
勤
作
、
勿
得
慨
息
。
以
方
便
故
、
得
近
其
子
。

②

「
汝

に
価
を
加
ふ
る
を
明

か
す
」

後
復
告
言
、
咄
男
子
。
汝
常
此
作
、
勿
復
余

去
。
当
加
汝
価
。

③

「
作
具
を
讃
歎
す
」

諸
有
所
須
公
瓦
器
米
麺
監
酷
之
属
、
莫
自
疑
難
。
亦
有
老
弊
使

人
須
者
相
給
。

④

「
作
人
を
安
慰
す
」

好
自
安
意

。
我
如
汝
父
。
勿
復
憂
慮
。
所
以
者
何
。
我
年
老

大
、
而
汝
少
壮
。

か

な

3

「
作

人
、
作
に
就

い
て
長
者

の
意

に
称
可
ふ
を
明
か
す
」
(讐
喩
品
と
の
対
応
で
四
分
さ
れ
る
が
、
段
落
の
名
称
は
と
く
に
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

経
文
を
四
分
す
る
の
み
に
す
る
)

①
汝
常
作
時
、
無
有
欺
怠
瞑
恨
怨
言
。
都
不
見
汝
有
此
諸
悪
如
余
作
人
。
②
自
今
已
後

、
如
所
生
子
。
即
時
長
者
更
与
作
字
、
名
之
為
児
。

③
爾
時
窮
子
錐
欣
此
遇
、
猶
故
自
謂
客
作
賎
人
。
由
是
之
故
、
於

二
十
年
中
、
常
令
除
糞
。
④

過
是
巳
後
、
心
相
体
信
、
入
出
無
難
。
然

其
所
止
、
猶
在
本
処
。

W

付
財
物
讐

1

「
父
付
す
」
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①

「
財
物
を
付
す
時
を
明
か
す
」

世
尊
。
爾
時
長
者
有
疾
、
自
知
将
死
不
久
。

②

「
正
し
く
財
物
を
付
す
」

語
窮
子
言
、
我
今
多
有
金
銀
珍
宝
倉
庫
盈
溢
。
其
中
多
少
所
応
取
与
、
汝
悉
知
之
。

③

「
誠
勅
す
」

我
心
如
是
。
当
体
此
意
。
所
以
者
何
。
今
我
与
汝
便
為
不
異
。
宜
加
用
心
無
令
漏
失
。

2

「
子
受
く
」

①

「
一
往
命
を
受
く
」

爾
時
窮
子
即
受
教
勅
、

②

「
正
し
く
子
の
財
物
を
受
く
る
を
明
か
す
」

領
知
衆
物
金
銀
珍
宝
及
諸
庫
蔵
、

③

「
子
、
付
す
る
を
受
く
と
難
も
取
る
意
無
き
を
明
か
す
」

而
無
稀
取

一
喰
之
意
。
然
其
所
止
、
故
在
本
処
。
下
劣
之
心
亦
未
能
捨
。

W

見
子
長
大
讐

(見
子
志
大
讐
)

1

「
時
節
を
明
か
す
」

復
経
少
時
、

2

「
正
し
く
志
の
大
な
る
を
明
か
す
」

父
知
子
意
漸
巳
通
泰
成
就
大
志

い
や

3

「
昔

日
は
是
れ
小
機
に
し
て
希

取
の
意
無
き
を
鄙
し
む
」
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自
鄙
先
心
。

田

付
家
業
讐

1

「
家
業
を
付
す
る

の
時
な
り

」

臨
欲
終
時
、

2

「
証
明
の
衆
を
集
む
」

而
命
其
子
、
並
会
親
族
国
王
大
臣
刹
利

居
士
、
皆
悉
已
集

。

3

「
父
子
の
天
性
を
会
す
」

即
自
宣
言
、
諸
君
当
知
。
此
是
我
子
。
我
之
所
生
。
於
某

城
中
、
捨
吾
逃
走
、
伶
傳
辛
苦

五
十
余
年
。
其
本
字
某
、
我
名

某
甲
。

城
、
懐
憂
推
覚
。
忽
於
此
間
、
遇
会
得
之
。
此
実
我
子
。
我
実
其
父
。

4

「
正
し
く
家
業
を
付
す
」

今
我
所
有

一
切
財
物
、
皆

是
子
有
。
先
所
出
内
、
是
子
所
知
。

凪

子
歓
喜
讐

世
尊
。
是
時
窮
子
聞
父
此
言
、
即
大
歓
喜
、
得
未
曾
有
、
而
作
是
念

、
我
本
無
心
有
所
希
求
。
今
此
宝
蔵
自
然
而
至
。

第
三
節

讐
喩
の
思
想
的
意
味

昔
在
本

前
節

に
お

い
て
信
解
品

の
讐

喩

の
分
科
を
紹
介

し
た
・
讐
喩

の
解
釈

に

つ
い
て
・
法
雲
は

「
外
讐
」
「
内
合
」
と

い
う
術
語
を
働
犯
・
「
外
讐
」

と
は
文
字

通
り
讐
喩

の
こ
と

で
あ
り
、
「
内
合
」
と

は
そ

の
讐

喩
が
ど

の
よ
う
な
事
実
を
示
し

て

い
る
か
を
明
ら

か
に
す

る
こ
と

で
あ

る
。

つ

ま

り
、
「
合
」
と
は
、
讐

喩

の
内
容

が
ど

の
よ
う
な
事
実

に
対
応

(合
)
し
て

い
る
か
を
意
味

す
る
。
経
典
自
身

が
、
讐
喩
を
説

い
た
後

に
、
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し
ば

し
ば

そ

の
讐
喩
が
ど

の
よ
う
な
事
実
を
意
味

し
て

い
る
か
を
解
説
す

る
が
、
そ
れ
を
、
法
雲

の
注
釈

述
語

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

「
開
讐
」
「
合

(
9

)

讐
」
と

い
う
。
そ

の
経
典
自
身

に
お
け
る
讐
喩

の
解
説

H

「
合
讐
」
に
対

し
て
、
「
開
讐
」
に
対
す

る
随
文
解
釈

の
な
か
で
、
法
雲
が
そ

の
讐

喩

の
思
想
的
意
味
を
自
ら
解
説
す

る
こ
と
を

「
内
」
合
と
表
現
し
、
そ
れ
に
対
し

て
、
讐
喩

の
ほ
う
を

「
外
」
讐
と
表
現
し

て
い
る
の
で
あ

る
。

本
節

で
は
、

こ
の

「
内
合
」

に
着

目
し
て
、
讐
喩

の
具
体
的
意
味
、
す
な
わ
ち
、
仏
と
衆
生
と

の
関
係

の
深
化
、
仏

の
衆
生

に
対
す

る
教
化

の

過
程
を
、
法
雲
が

い
か
に
捉
え

て
い
る
か
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
若
干

の
論
評
を
加
え

る

(番
号
は
前
節

の
図
表

の
そ
れ
と
対
応

)
。

(
1
)
1
父
子
相
失
讐

の
ー
、

2
、
3
、

4
の
思
想
的
意
味
に

つ
い
て
、
法
雲
は
、

第

一
先
明
衆
生
昔
日
二
万
億
仏
時
曾
稟
大
乗
。
自
爾
之
後
、
失
解
捨
如
来
、
流
転
六
道
。
第

二
明
如
来
従
衆
生
失
大
乗
解
之
後
、
恒
覚

可

化
之
機
不
得
。
第
三
内
合
衆
生
従
失
大
乗
以
来
、
在

五
戒
十
善
教
中
、
学
則
有
機
感
仏
出
世
。
此
則
是
漸
近
父
義
。
第

四
衆
生
既
為

五
濁

所
悟

、
如
来
慈
側
弥
深
。
是
父
憂
念
転
深
義
也
。
(六
三
=
〒
1
六
一二
四
上
)

と
述

べ
て
い
る
。
過
去
に
お

い
て
大
乗

の
教
化
を
受

け
た
こ
と
が
あ

る
こ
と
、
し
か
し
そ
の
後

、
大
乗

に
対
す

る
理
解
を
失

っ
て
六
道

に
輪

廻

し
た
こ
と
、
教
化
を
受
け
る

べ
き
衆
生

の
機
を
求
め
た
が
得
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
、
そ

の
後

、
衆
生

の
側

で
は
五
戒
十
善

の
教
え

(人
、
天
の

教
え
で
あ
る
か
ら
、
六
道
の
範
囲
に
属
す
る
)
に
身
を
置
き
、
そ
れ
を
学

べ
ば
仏

の
出
現
を
促
す
機
が
生
ず

る
こ
と
、

一
方
、
仏

の
側

で
は
衆
生
が

五
濁

に
幡

ま
さ
れ
て
い
る
事
態

に
対
し
て
慈
悲

の
心
が

い

っ
そ
う

深
ま

っ
て
い
く

こ
と
、
な
ど
が
説
か
れ
て
い
る
。
文
中
、
「
可
化
之
機

」
「
有

機
感

仏
出
世
」
と
あ

る
の
は
、

い
わ

ゆ
る
感
応
思
想

に
基
づ

い
た
思
想
表
現
で
あ

る
。
衆
生

の
機
が
仏
を
感
じ

(動
か
す
の
意
)、
そ
れ
に
対
し

て
仏

が
応
じ
る
と

い
う
、
仏
教

の

一
種

の
救
済
論
が
感
応
思
想

で
あ
り
、
筆
者

が
か

つ
て
考
察
し
た
よ
う

に
、
す

で
に
竺
道
生

に
お

い
て
、

こ

(
10

)

の
感
応
思
想
が
十
分
に
確
立
し
て

い
る
こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
法
雲
も
信
解
品

の
讐
喩

の
解
釈

に
こ
の
感
応
思
想
を
解
釈

の
枠
組
と

し

て
縦
横

に
用

い
て
い
る
こ
と

が
注
目
さ
れ
る
。

のつ

(
イ

)
1
の
①

に

つ
い
て
の
解
釈
。
「
年
既
幼
稚
」
に

つ
い
て
、
「
衆
生
、
昔

日
二
万
億
仏

の
所

で
、
時

に
巳

に
曾

て
如
来

の
大
乗

の
化
を
稟

く

る
こ
と
を
明
か
す
。
但
し
時
に
大
乗

の
化
を
稟
く

る
こ
と
久
し
か
ら
ず
。
故

に
幼
稚
と
言
ふ
」
(六
三
四
上
)
と
解
釈
し

て
い
る
。
ま
た
、
「
衆
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生
、
二
万
仏
の
所

で
、
如
来

の
大
乗

の
化
を
稟
く
。
時
に
ロ
ハだ
外
凡
夫

の
解
を
得

る
の
み
に
し
て
此

の
解
怯
弱
な
る
が
故

に
幼
稚
と
言

ふ
」
(前

同
)
と
あ

る
。
「
二
万
億
仏
」
は

「
二
万
仏
」
と
も
言

い
換
え
ら
れ

て

い
る
が
、
こ
れ
は

『
法
華
経
』
序
品

に
説
か
れ

る
二
万

の
日
月
灯
明

仏

(
11

)

を
指
す
と

思
わ
れ
る
。
「
捨
父
逃
逝
」

に

つ
い
て
、
「
衆
生
、
即
ち
大
乗

の
解
を
失

ふ
。
理

の
中
に
密

か
に
仏
に
背
く

の
義
有
り
」
(前
同
)
と

あ

る
。
こ
こ
で
、
衆
生
が
大
乗

の
解
を
失
う

こ
と
を

予
想
し

て
い
る
は
ず

の
仏
が
何
故

に
大
乗
を
も

っ
て
教
化

し
た

の
か
と

い
う
重
要
な
問
題

が
提
起
さ
れ
、

こ
れ
に

つ
い
て
三
番

の
問
答
が
展
開
さ
れ

て

い
る
。
順
に
紹
介
す
る
。
先
ず
第

一
番

の
問
答
に
は
、

間
者

言
、
仏
明
知
衆
生
必
失
此
大
乗
解
。
干
時
何
故
用
此
大
乗
化
之
。
解
釈
者
言
、
仏
干
時
実
知
衆
生
得
解
之
後
必
失
。
但

干
時
大
乗
機

感
仏
、
仏
伍
為
説
大
乗
。
若
有
感
不
応
、
則
有
差
機
之
失
。
既
得
此
解
、
如

来
更
化
他
方
、
衆
生
遂
起
煩
悩
、
失
此
大
乗
解
也
。
(前
同
)

と
あ

る
。
問
の
趣
旨

は
、
衆
生
が
二
万
億

の
仏

の
も
と

で
大
乗

の
教
え
を
受

け
た

こ
と

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
後
、
大
乗

の
理
解
を

失

っ
た
と
さ
れ
る
こ
と

に

つ
い
て
、
仏
は
大
乗
を
教
え

て
も
、
衆
生
が
そ

の
理
解
を
失
う

こ
と
は
知

っ
て

い
る
は
ず
な

の
に
、
ど
う
し

て
大
乗

に
よ

っ
て
教
化
し
た

の
か
、
そ
れ
は
無
駄
な
こ
と

で
は
な
か

っ
た

の
か
、
と

い
う

も

の
で
あ

る
。
そ
れ
に
対
す
る
答

の
趣
旨

は
、
仏
が
大
乗
を

説

い
た
時

は
衆
生

に
大
乗

の
機

が
あ

っ
て
大
乗
を
説
く
よ
う
に
仏
を
動
か
し
た

の
で
、
大
乗
を
説

い
た

の
で
あ

る
。
も
し
衆
生

に
感

(仏
を
動

か
す
こ
と
)
が
あ

っ
て
も
、
仏
が
応
じ
な
け
れ
ば
、
仏

が
衆
生

の
機
と
く

い
違
う

と

い
う

過
失

が
あ

る
こ
と

に
な
る
。

そ
し

て
、

そ
の
と
き

は

衆
生
が
大
乗
を

理
解
し
た

の
で
、
仏
は
他

の
場
所
を
教
化
す

る
よ
う

に
な
り
、
衆
生

の
方

で
は
そ

の
後
、
煩
悩
を
起

こ
し

て
大
乗

の
理
解
を
失

っ
た

の
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
。

次
に
第

二
番

の
問
答
に
は
、

間
者

言
、
若
仏
更
復
教
化
他
方
、
衆
生
於
後
復
起
煩
悩
失
解
者
、
此
則
是
父
自
離
子
。
何

関
子
捨
父
也
。
若

是
衆
生
遠
仏
然
後
起
煩
悩
者

、

乃
可
是
子
離
父
。
父
自
往
他
方
、
衆
生
自
失
解
。
故
是
父
離
子
義
也
。
解
釈
者
言
、
取
事
即
然
。
理
則
不
然
。
何
以
知
之
。
若
是
衆
生
有

機
感

仏
、
仏
則
住
世
。
可
化
之
機
亦
尽
。
故
仏
捨
此
化
彼

。
正
由
衆
生
感
機
尽
故
仏
去
。
不
得
言
仏
去
故
感
機

尽
。
既
是
衆
生
感
機
先
尽
。

此
即
是
子
離
父
義
也
。
(六
一二
四
上
-
中
)



202

と
あ

る
。
問
の
趣
旨

は
、
仏
が
他
方
を
教
化
し
た
た
め
に
、
衆
生
が
大
乗

の
理
解
を
失

っ
た

の
な
ら
ば
、
子
が
父
を
捨

て
た

の
で
は
な
く

、
父

が
子
か
ら
離
れ
た
と

い
う

べ
き

で
は
な

い
か
、
と

い
う
も

の
で
あ
る
。
答

の
趣
旨

は
、
現
象
面
は
そ

の
よ
う
に
見
え

る
が
、
道
理
は
そ
う

で
は

と
ど

な

い
。
衆
生
に
仏
を
動

か
す
機

が
あ
れ
ば
、
仏
は
世
に
住
ま

る
の
で
あ

る
。
教
化
す

る
べ
き
機
が
な
く
な

っ
た

の
で
、
仏
は
こ
こ
を
捨

て
て
か

し
こ
に
行

っ
て
教
化

し
た

の
で
あ

る
。
仏
が
去
る
か
ら
衆
生

の
仏
を
感
じ
る
機

が
な
く
な

っ
た

の
で
は
な
く
、
衆
生

の
機

が
先

に
な
く
な

っ
た

か
ら
仏
が
去

っ
た

の
で
あ
る
。

最
後
に
第

三
の
問
答

に
は
、

間
者
又
言
、
如
来
既
知

必
失
解
者
、
昔

日
不
応
用
大
乗
化

之
。
解
釈
者
言
、
実
知
必
失
解
、
猶
用
大
乗
化
者
、
此
則
為
後
化
之
資
。
後
亦

有
大
乗
機
発
之
時
、
仏
言
、
我
昔

日
已
曾
為
汝
説
此
大
乗
。
汝
等
干
時
不
能
堅
固
受
持
、
広
起
煩
悩
、
遂
失
此
解
。
今
復
為
汝
説
而
尚
不

堅
固
受
持
。
時
衆
既
聞
曾
得
遂
失
、
伍
発
決
定
之
心
。
故
言
前
失
得
為
後
資
。
既
有
資
力
、
是
故
如
来
為
説
。
(六
三
四
中
)

と
あ

る
。
問
の
趣
旨
は
、
衆
生
が
大
乗

の
理
解
を
失
う

こ
と
を
仏
が
知

っ
て
い
る

の
な
ら
ば
、
大
乗
に
よ

っ
て
教
化
す

る
こ
と

に
ど
ん
な
意
味

が
あ

る
の
か
、
と

い
う
も

の
で
あ

る
。
こ
れ

に
対

し
て
は
、
後

の
教
化

の
助
け
と
な

る
と

い
う
役
割
が
指
摘
さ
れ
る
。
後

に
再
び
大
乗

の
機
が

生
じ
た
場
合
、
か

つ
て
大
乗
を
受
け
た

こ
と
が
あ

る
が
、
煩
悩
を
生
じ
て
そ

の
理
解
を
失

っ
て
し
ま

っ
た
と
聞
け
ば
、
衆
生
は
今
度

こ
そ
大
乗

を
固
く
受
持
し
よ
う
と
決
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
問
答

で
あ
る
が
、
父
と
子
と
が
別
れ

る
以
前

に
、
父
と
子
と

の
関
係
が
結
ば

れ
て

い
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
を
衆
生

が
過

去
仏
か
ら
大
乗

の
教
化
を
受

け
た
こ
と
に
求
め

て
い
る
点

が
注
目
さ
れ
る
。

そ

の
他

、
「
久

住
他
国
」

に

つ
い
て
、
「
他
国
」
は

「
五
戒

十
善

の
経
教
」
(前
同
)
で
あ
り
、

こ
れ
は

「
自

国
」

11

「
大
乗
」

に
対
す

る
も

の
で
あ

る

こ
と

が
明
か

さ
れ

て

い
る
。
「
或
十

二
十
至
五
十
歳
」

に

つ
い
て
は
、

五
道
す

べ
て
を
経

め
ぐ

る
の
で
は
な

い
こ
と
を

「
十
二
十
」

と
言
う
。

ま
た

は
、
「
人
道
」
を
経

る
こ
と
が

「
十
」

で
あ
り
、
人
道
、
畜
生
道

の
二
道
を
経
る
こ
と
が

「
二
十
」

で
あ

る
と

い
う
解
釈
が
与

え

ら
れ
て

い
る
。
「
至
五
十
歳
」
は
五
道
す

べ
て
を
経
め
ぐ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
「
窮
困
」
に

つ
い
て
は

「
衆
生
は
既
に
五
道
を
離
経
す
れ
ば
、
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た
す

応
に
須
ら
く
多
く

の
功
徳
、
替

願
、
善
根
が
自
ら
資
く

べ
き
に
、
猶
ほ
昔

日
の
微
解
を
用

て
自
ら
資
く

れ
ば
、
又
た
蓋

し
益
す
る
所
無
き
な
り
」

(
六
一二
四
下
)
と
あ

る
。

つ
ま
り
、
衆
生

が
五
道
を
経
め
ぐ

っ
て

い
る

(「
離
」
は

「歴
也
」
の
訓
詰
が
あ
る
の
で
、
「
離
経
」
は
類
義
字
を
重
ね
た
熟
語

で
、
経
歴
す
る
の
意
)
と
き

は
、
多
く

の
功
徳
、
智
願
、
善
根
が
助

け
る
必
要
が
あ

る
の
に
、
昔

の
微
少
な
大
乗

の
理
解

に
よ

っ
て
助
け

て
く
れ

る
だ
げ
な

の
で
、
何

の
利
益
も
な

い
。
そ
こ
で
、
「
窮
風
」
と
言
わ
れ
る
の
で
あ

る
。
「
四
方
」

に

つ
い
て
は
、

五
道
を
輪
廻
す
る
と
き

の
衆
生

の
生
れ
方
を

四

つ
に
分
類

し
た
卵
生
、
胎
生
、
湿
生
、
化
生
と
解
釈
し

て
い
る
。
ま

た
、
別

の
解
釈
と

し
て
、
「
五
戒
十
善
の
教
は
人
天

の
因

果
を
宣
弁

す
」

(前
同
)
と
言

ヴ
で

い
る
。
人

の
因

・
果
、

天

の
因

・
果
で

「
四
」
を
解
釈

し
て

い
る

の
で
あ

る
。
ち
な

み
に
、
五
戒

は
人
界

に
生
じ
、
十
善

は
天
界
に
生
じ
る
た
め

の
教
え
と

一
般

に
規
定

さ
れ

る
。

(
ロ
)
1
の
②

に

つ
い
て
は
、

仮
設
過
去
仏
為
衆
生
説
法
。
過
去
仏
既
滅
後
、
中
間
且
作
経

一
劫
。
釈
迦
方
出
、
教
化
衆
生
。
干
時
背
過
去
仏
、
巳
経
半
劫
。
此
是
背
国

日
遠
。
若
使
後
去
釈
迦
出
転

近
。
此
則
是
向
国
而
還
義
。
故
漸
漸
遊
行
遇
向
本
国
。
(前
同
)

と
解
釈
し
て

い
る
。
そ

の
趣
旨
は
、
も
七
衆
生
が
過
去
仏

に
背

い
て
か
ら

一
劫
を
経

て
、
釈
迦
仏
が
出
現
し

て
教
化
し

て
く

れ
る
と
仮
定
す
る

と
、
過
去

仏
が
滅
し

て
か
ら
前

の
半
劫

は

「
背
国
」

の
意
味

で
、
後

の
半
劫

は
し
だ

い
に
釈
迦
仏

の
出
現

に
近
づ
く

の
で

「
向
国
」

の
意
味

で

あ

る
、
と

い
う
も

の
で
あ
る
。

よ

(
ハ
)

2
の
①

に

つ
い
て
は
、
「
仏
は

二
万
億
仏

の
所

に
て
大
乗

も
て
衆
を
化
し
解
を
失

ふ

の
後
従
り
、
恒

に
衆
生

の
大
乗

の
根
機
を
覚
む

す
べ

る
に
都

て
得
ず
」
(六
一二
四
下
-
六
三
五
上
)
と
解
釈
し

て

い
る
。

2
の
②

の

「
中
止

一
城
」

に

つ
い
て
は

「
如
来

は
此

の

一
方

に
於

て
衆
生

に

機
感
と
し

て
為
め

に
説
法
す

べ
き
も

の
無

け
れ
ば
、
余
方

に
教
化
し
、
終

に
自

ら
廃

さ
ず
、
中
ご
ろ

一
城
に
止
ま
る
」
(六
一二
五
上
)
と
解
釈
し

て
い
る
。

つ
ま
り
、
如
来
ば
こ
の

場
所

に
お

い
て
は
、
衆
生

の
た
め
に
説
法
す

る

べ
き
機
感

が
な

い
の
で
、
他

の
所

に
行

っ
て
教
化
を
す

る
の

で
あ

っ
て
、
教
化

そ

の
も

の
は
最
後
ま

で
止
め
な

い
の
で
あ

る
。
「
其
諸
倉
庫
」

に

つ
い
て
は

「
如
来

の
法
身

の
慧
命
、
衆
生
を
養
育
す

る
の

義

な
り
」
(前
同
)
と
あ

る
。
ま
た
、
「
多
有
憧
僕
臣
佐
吏
民
、
象
馬
車
乗
牛
羊
無
数
」
に

つ
い
て
は
、
修
行
者

の
位

の
観
点
か
ら
解
釈
を
し

て
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い
る
。

つ
ま
り
、
「
憧
僕
」
は

「
内
外

凡
夫
受

学

の
弟
子
」
、
「
臣
」
は

「
八
地
以
上

の
菩
薩
」
、
「
佐
」
は

「
七
地
以
下
、
初
地
以
上

の
菩
薩
」
、

「
吏
」
は

「
縁
覚
」
、
「
民
」
は

「
声
聞
」
を
そ
れ
ぞ
れ
意
味
す
る
。
ま
た
、
「
象
」
は

「
大
乗
」
を
指

し
、
「
馬
牛
羊
」
は

「
自
余

の
三
乗
等
」

を
指
す
と

言
わ
れ
る
。
「
商
佑
買
客
」

に

つ
い
て
は

「
諸
菩
薩
、
仏
従
り
教
を
受
け
、
広
く
衆
生
を
利
益
す
」
(前
同
)
と
解
釈
し

て
い
る
。

や

(
二
)

3
の
①

に

つ
い
て
は

「
衆

生
は

五
戒
十
善

の
経
教

の
国
邑

の
中
に
在
り

て
修
行
す

る
こ
と

巳
ま
ざ

る
に
由
り

て
、
仏

の
出
世
を
感
ず

る

の
機
有
り
」
(前
同
)
と
解
釈

し
て
い
る
。
要
す

る
に
、
「
国
邑
」
を

五
戒
十
善

の
経
教
と
解
釈
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

3
の
②

に

つ
い

て
は

「
仏

の
説
法
を
感
ず

る

の
機
有
り
」
(前
同
)
と
解
釈

し
て

い
る
。
①

が
仏

の
出
世

、
②

が
仏

の
説
法
を

そ
れ
ぞ
れ
発
動

さ
せ
る
機

の
発

生
と
解
釈

し
て

い
る

の
で
あ

る
。

つ
ぶ
さ

ふ

(
ホ
)
4
の
①

の

「
与

子
離

別
五
十
余
年
」

に

つ
い
て
は

「
解
を

失
ふ

の
子
、
如

来
に
違

離
し
、
備
に
六
道
を
経
」
(前
同
)
と
解
釈

し

て

い
る
。
「
余
年
」
と
あ
る
の
は
、
阿
修
羅
道
を
意
味

し
、
そ
れ
ゆ
え
、
五
道

で
は
な
く
、
六
道
と
解
釈

し
て

い
る
の
で
あ
る
。
「
而
未
曾
向
人
説
'

如
此
事
」
に
つ
い
て
は

「
衆
生
、
既
に
大
乗

の
解
を
失

へ
ば

、
唯
だ
如
来
は
自

ら

一
応
以
来
、
声
聞
辟
支
仏
等

に
向
か

っ
て
説
か
ざ

る
を
知

る
」

(
六
三
五
中
)
と
解
釈

し
て

い
る
。
「
心
懐
悔
恨
」
に

つ
い
て
は

「
我
れ
昔

日
、
二
万
億

仏

の
所
に

て
時

に
大
乗
を
用

っ
て
化

せ
ど
も
、
内
凡
夫

の
信
首
立

つ
る
こ
と
を
得
る
に
登
ら
し
め
、
退
堕
せ
ざ
ら

し
む

る
こ
と
を
得

る
こ
と
能

は
ざ

る
を
悔

ゆ
」
(前
同
)
と
解
釈

し
て

い
る
。
=

旦

終
没
」
に

つ
い
て
は

「
衆
生

に
既

に
機
縁
無
け
れ
ば
、
如
来

は
便
ち
捨

て
、
他
方
を
化
す
」
(前
同
)
と
あ
り
、
「
財
物
散
失
、
無
所
委
付
」

に

つ
い
て
は

「
大
乗

の
経
教

は
衆
生

に
於

い
て
用
無

し
」
(前
同
)
と
あ

る
。

4
の
②

に

つ
い
て
は

「
衆
生

に
大
機

の
発
す

る
こ
と
有
り
、
化

す

か
な

べ
き

の
縁
有
る
こ
と
を
得
れ
ば
、
便
ち
如
来

の
大
慈
悲

の
意

に
称
ふ
」
(前
同
)
と
解
釈

し
て
い
る
。

(
2
)
H
父
子
相
見
讐

の
ー
、
2
に

つ
い
て
、
法
雲

は
、

先
明
人
天
小
機
感
仏
。
即
是
子
見
父
義
。
後
明
仏
見
此
機
。
即
是
父
見
子
然
感
応
義

ロ
ハ感
時
応
、
応
時
是
感
。
然
逐
義
為
便
、
有
感
故
有

応
。
不
得
先
応
後
感
。
是
故
此
讐
中
有
両
段
。
(
六
一二
五
下
)

と
述

べ
て
い
る
。

1
は
人
天

の
小
機

が
仏
を
感

じ
る
こ
と

、
2
は
仏

が
そ

の
衆
生

の
機
を
見

る
こ
と
と
解
釈

し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
讐
喩
に
お

＼
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い
て
は
、

1
と

2
に
先
後
が
あ

る
が
、
実

は
、
衆
生

の
感
と
仏

の
応
と
は
同
時
成
立
で
あ

る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

(
イ
)
1
の
①

に

つ
い
て
は

「
衆
生
、

五
戒
十
善
を

修
し

て
相
ひ
資

く
。
遠

く

一
乗

の
機
発
す

る
を
助
く

る
を
得

る

の
義

な
り
」
(前
同
)

と

解
釈
し

て

い
る
。

1
の
②

の

「
住
立
門
側
」

に

つ
い
て
は

「
衆
生

の
五
戒
十
善

の
小
機
、
仏
を
感
ず

る
こ
と

正
し
か
ら
ず
」
(前
同
)
と
解

釈

し
て

い
る
。
五
戒
十
善

の
小
機
は
ま
だ
仏
を
感
じ
る
点

で
、
正
当
な
も

の
で
は
な

い
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
の
で
あ

る
。

う
か
が

(
ロ
)
1
の
③

に

つ
い
て
は

「
五
戒
十
善

の
機
来
た
り

て
仏
を
閾
ふ
」
(前
同
)
と
解
釈
し

て
い
る
。
「
遥
見
其

父
据
師
子
床
」

の

「
遥
」

に

つ
い
て
は

「
此

の
機
遠
く
法
身
地
を
閾
ふ
」
(前
同
)
こ
と
と
解
釈
し
、
「
師
子
床
」

に

つ
い
て
は

「
如
来
、
無
畏

の
座

に
処
す
」
(前
同
)
こ
と

と
解
釈

し

て
い
る
。
「
宝
机
承
足
」
に

つ
い
て
は
二

つ
の
解
釈
を
示
し
、
=

に
解
す
ら
く
、
戒
定
を
脚
足
と
為

し
、
二
諦

の
境
を
宝
机
と
為
す
。

一
家

に
言
は
く
、
権
実

二
智
を
脚
足
と
為

し
、

二
諦

の
境
を
宝
机
と
為
す

。
如
来

の
二
智
常

に
二
諦

の
境
を

照
ら
す
は
、
宝
机
承
足

の
如
き
な

り
」
(前
同
)
と
言

っ
て
い
る
。
法
雲

の
解
釈

の
立
場
は

コ

家
」

の
方

で
あ
る
。
「
諸
婆
羅

門
刹
利
居
士
」

の

「
婆
羅
門
」
は
八
地
以
上

の
菩

薩

、
「
刹
利
」

は
七
地
以
下

の
菩
薩
、
「
居
士
」
は
大
乗

の
内
凡
夫

で
あ

る
と
解
釈
し

て
い
る
。
ま
た
、

こ
こ
で
、
法
華
経

の
法
身
に

つ
い
て
、

間
者
言
、
既
言
仏
在
法
身
地
、
云
何

言
有
内
凡
夫
等
囲
饒
。
解
釈
者

言
、
此
経
明
法
身
、
不
同
常
住
経
所
明
法
身
。
今
此
経
言
法
身
者
、

指
他
方
応
身
為
法
身
。
故
如
仏
在
無

量
寿
国
、
此
間
衆
生
機
感
無
量
寿
来
応
、
傍
銘
無
量
寿
仏
為
法
身
也
。
(前
同
)

と
、
問
答
を
展
開

し
て
い
る
。
法
華
経

の
法
身

は
浬
桀
経

の
法
身
と
異
な
り
、
他
方
世
界

の
応
身
を
法
身
と
名
づ

け
た
も

の
で
あ
る
と
し
て

い

(
12

)

る
。
そ

の
実
例
と
し
て
、
無
量
寿
仏
も
こ

の
世
界

の
衆
生
に
と

っ
て
は
法
身
と
呼
ば
れ
る

こ
と
を
挙
げ
て

い
る
。
「
真
珠
瑛
略
」
に

つ
い
て
は

「
一

に
云
く
、
諸
菩
薩
に
備

に
功
徳
智
慧
有

る
を
明
か
す
。

一
に
云
く
、
仏
果

に
具

に
功
徳

智
慧
有

る
こ
と
、
真
珠
理
略

の
如

し
」
(六
一二
五
下
-
六

三
六
上
)
と
、

二

つ
の
解
釈
を
並
挙

し
て
、
と
く

に
選
択
は
し
て

い
な

い
。
「
吏
民
憧
僕
」

に

つ
い
て
は

「
吏
」
は
辟
支

仏
、
「
民
」

は
声

聞
、

「
憧

僕
」

は
外
凡
夫
を
そ
れ
ぞ
れ
指

す
と

し

て
い
る
。
「
手
執
白

払
」

に

つ
い
て
は

「
三
乗
人
、
智
慧

の
手
を

用
て
無
生

の
理
を
執
り
、
煩
悩

の
塵

を
払

ふ
」
(
六
三
六
上
)
と
あ

る
。
「
覆
以
宝
帳

」
に

つ
い
て
は

「
如
来

の
大
慈
大
悲
最
高
に
し
て
能
く
下
を
覆

ふ
」
(前
同
)
と
あ
り
、
「
垂

諸

華
幡
」

に

つ
い
て
は

「
如
来

に
四
摂

の
徳
有
り

て
衆

生
を
摂
化
す
」
(前
同
)
と
あ

る
。
「
香
水
瀧
地
」
に

つ
い
て
は

「
雲
法

師
言
く
、
禅
定
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そ
そ

の
水
を

以
て
浄
戒

の
地
に
漉
ぐ
」
(前
同
)
と
あ

る
。
「
散
衆
名
華
」

に

つ
い
て
は

「
七
浄
を
華
と
為
す
」
(前
同
)
と
あ

る
。
「
七
浄
」
は
、

『維

(
13

)

摩
経
』
仏
道
品

の

「
布
以
七
浄
華
」

の
鳩
摩
羅
什

の
注
に
よ
れ
ば
、
戒
浄

・
心
浄

・
見
浄

・
度
疑
浄

・
分
別
道
浄

・
行
断
知
見
浄

・
浬
葉
浄
を

(
14

)

指
す
。
「
羅
列
宝
物
」
に

つ
い
て
は

「
如
来

は

一
乗

の
因
果
、
万
善
同
帰
を
説
き

、
諸

の
功
徳
を
明
か
す
」
(前
同
)
と
解
釈

し
て

い
る
。

は
か

(
ハ
)

1
の
④

に

つ
い
て
は

「
衆
生
に
唯
だ
五
戒
十
善

の
機
有
り

て
仏
を
感
ず
る

の
み
。
此

の
小
機
、

一
乗

の
円
教
を
擬

る
に
、
永
く
堪
受

の
理
無

け
れ
ば
、
則
ち
怖
畏

の
心
有
り
。

五
戒
十
善

の
小
機
は

一
乗

の
大
教
に
応
ぜ
ず
」
(前
同
)
と
解
釈
し

て
い
る
。
「
此
或
是
王
、
或
是
王

等
」

に

つ
い
て
は

「
一
乗
教
を
説
く
仏
は
是
れ
王
、
三
乗
教
を
説
く
仏
を
王
等

と
為

す
な
り
」
(前
同
)
と
あ
る
。
「
非

我
傭
力
得
物
之
処
」
に

ご
と

た
と

つ
い
て
は

「
是
く

の
若
き

一
乗
教

の
仏
も
亦
た
是
れ
五
戒
十
善

の
機
と
相
応
す

る
に
非
ず
。
只
だ
縦

ひ
復
た
三
乗
教
を
説
く
仏
も
亦

た
是
れ
五

戒
十
善

の
機

の
宜

し
き
所

に
非
ず
」
(前
同
)
と
あ
る
。
「
不
如
往
至
貧
里
騨
力
有
地
衣
食
易
得
」
の

「
貧
里
」
は
人

天
教

で
あ
り
、
「
衣
食
易
得
」

に

つ
い
て
は

「
五
戒

十
善
を
因
と
為
し

て
人
天

の
果
報
を
感
ず
」
(六
三
六
上
-
中
)
と
解
釈
し

て

い
る
。
「
若
久
住
此
、
或
見
逼
迫
」

に

つ
い

た
た

て
は

「
人
天

の
小
機
、
仏

の
大
教
を
拍
く
」
(六
三
六
中
)
と
あ
り
、

そ
の
な
か
の

「
逼
迫
」

に

つ
い
て
は

「
仏
、
或
は
能
く
大
乗
教
を
用

て
小

せ
ま

に
逼
り
行

ぜ
し
む
」
(前
同
)
と
あ
る
。
「
疾
走
而
去
」
に

つ
い
て
は

「
大

に
背
ひ

て
小
に
向

か
は
ん
と
欲
す

る
が
故
に
疾
走
と
言

ふ
。
去
ら
ん

と
欲

す
る
も
猶
ほ
未
だ
去
ら
ざ

る
な
り
」
(前
同
)
と
あ

る
。

こ
れ
を
要
す
る

に
、

五
戒
十
善

の
人
天
乗

の
機
は

一
乗

の
教
え

を
受
容

す
る
こ

と
が

で
き

な

い
の
で
、
再
び
人
天
の
教
え

に
逆
戻
り
し
よ
う
と
す
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、

一
方
で
は
そ

の
人
天
の
機

が
す

で
に
仏

に
大
乗
教

を
説
く
よ
う

に
冥

々
の
う
ち
に
働
き
か
け

て
い
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
て

い
る
。

(
二
)
2
の
①

の

「
於
師
子
坐
」
に

つ
い
て
は

「
如
来
、
法
身
無
畏

の
坐
に
在
り
」
(前
同
)
と
解
釈

し
て

い
る
。

2
の
②

に

つ
い
て
は

「
如

来
、
衆
生
を

見
て
便

ち
是
れ
我
れ
昔

日
大
乗
を

以
て
化
す

る
所

の
人
な
り
と
識

る
」
(前
同
)
と
解
釈
し

て

い
る
。

2
の
③

に

つ
い
て
は

「
仏

既
に
此

の
衆
生

の
小
機
発
し
、
此

の
善
根
を
用
て
昔

の
大
乗

の
解
を
得
る
に
資
益
す
る
を
見
れ
ば
、
大
慈

の
意

に
称
ふ
が
故
に
歓
喜
と
言
ふ
」

(前
同
)
と
解
釈
し

て
い
る
。
2
の
④

に

つ
い
て
は

「
如
来
、
衆
生

の
善

の
根
機
発
す

る
を
見
る
に
、
必
ず
以

て
法
化
を
委
付
す

べ
し
」
(前
同
)

と
解
釈

し
て

い
る
。
ま

た
、
「
我
常
思
念
此
子
、
無
由
見
之
」
に

つ
い
て
は

「
二
億
仏

の
所

に
て
衆
生
、
大
乗

の
解
を
失

っ
て
従
り
、
恒

に
衆
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い

ま

生

の
善
機
を
覚
む

る
に
得
ず
」
(前
同
)
と
あ

る
。
「
甚
適
我
願
」
に

つ
い
て
は

「
今
者
、
始
め
て
善

(
甲
本
に
よ
っ
て
無
を
善
に
改
め
る
)
機

の
発

こ
の
か

す

る
を
見

る
」
(前
同
)
と
あ

る
。
「
我
難
年
朽
、
猶
故
貧
惜
」

の

「
年
朽
」

に

つ
い
て
は

「
大
乗

の
化
を
廃
し

て
よ
り
来
た
久
し
」
と
あ
り
、

「
貧
惜
」
に

つ
い
て
は

「
化
を
廃
し
て
久
し
と
錐
も
、
猶

ほ
大
乗
を
用

て
衆
生

に
与

へ
ん
と
欲
す
」
(前
同
)
と
あ

る
。

(
3
)
皿
呼
子
不
得
讐

に

つ
い
て
は
、
す

で
に
前
節

の
讐
喩

の
分
科

に
お

い
て
そ
の
解
釈
を
示
し
た
。
と

い
う

の
は
、
呼

子
不
得
讐
は
経
文

の

分
量
が
少
な

い
わ
り
に
、
細
か
く
分
類
さ
れ
て

い
る
が
、
そ

の
分
類

に
は

一
々
讐
喩

の
上

で
の
名
称

は

つ
け
ら
れ
て

い
ず
、
直
接
、
内
合
に
あ

'た
る
思
想
的
解
釈

が
与
え

ら
れ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
思
想
的
解
釈

の
内
容
は
、
火
宅

の
讐
喩

の
解
釈
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
り
、
し
ば

(
15

)

し
ば

「
領
す
」
と

い
う
表

現
の
あ
る

の
は
、
火
宅

の
讐
喩

の
内
容
を

「
領
解
」
す

る
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
具
体
的

な
経
文

の
解
釈

で
注

目
す

べ
き

も

の
を
紹
介
す
る
に
と
ど
め
る
が
、

そ

の
前

に
、
前
節

の
表

に
出
る

「
勧
教
」
「
誠
教
」

に

つ
い
て
は
説
明
し

て
お
く
必
要
が
あ

る
で
あ

ろ
う

。
結
論
を

い
え
ば
、
仏

の
衆
生

に
対
す

る
説
法

の
仕
方
を

二
分
類
し
た
も
の
で
、
善

を
勧
め

る
仕
方
が

「
勧
教
」

で
、
悪
を
誠
し
め
る
仕
方

が

「
誠
教

」
と
さ
れ
る
。
法

雲
自

身
は
こ
れ
に

つ
い
て
、

如
来
在
世
、
難
復

言
満

三
千
形
遍
六
道
、
大
而
為
論
、
不
出
誠
勧
両
途
。
是
故
出
世
之
始
、
傍
言
諸
悪
莫
作
衆
善
奉
行
。
衆
善
奉
行
、
即

是
大
慈
勧
善
。
諸
悪
莫
作
、
即
是
大
悲
誠
悪
。
是
故
慈
欲
与
楽
勧
令
行
善

、
悲
能
抜
苦
誠
令
断
悪
。
(六

一
六
中
)

と
述

べ
て
い
る
。

さ
て
、
経
文

の

「
傍
人
」
に

つ
い
て
は

「
理
は
是
れ
正
に
し

て
、
大
乗

の
言
教
は
是
れ
傍
な
り
。
教
は
乃
ち
理
を
詮
す
。
然

る
に
教

は
即
ち

是
れ
理
に
非
ざ

る
が
故

に
傍
人
と
言
ふ
」
(
六
三
六
下
)
と
解
釈

し
て
い
る
。
「
以
冷
水
涯
面
令
得
慢
悟
」
に

つ
い
て
は

「
人
天

の
機
は
面

の
如
し
。

か

な

人
天
等

の
教
は
冷
水

の
如
し
。
人
天
等

の
教
、
根
性

に
称
会

ふ
。
故
に
瀧
面
令
醒
悟
と
言
ふ
な
り
」
(
六
三
七
中
)
と
あ

る
。
「
不
語
他
人
」
に

つ
ま
び
ら

つ
い
て
は

「
審

か
に
是
れ
昔
日

の
二
万
億
仏
、
大
乗
も
て
化
す

る
所

の
子
な
り
と
知

る
。
ロ
ハだ
自
ら
諸
菩
薩

の
道
を
語
ら
ず
。
是
れ
大
乗

の
解

を
失

ふ

の
子
な
り
。
故

に
不
語
他
人
と
言
ふ
な
り
」
(前
同
)
と
あ

る
。
「
窮
子
歓
喜
、
得
未
曾
有
。
従
地
而
起
」
に

つ
い
て
は

「
一
に
は
少

(
"

さ
き

(
16

)

小
)
機
既
に
大
教

に
逼
ら
れ
ざ

る
が
故

に
歓
喜
と
言
ふ
。

二
に
は
従
地
而
起
と
は
向

に
大
乗
教

に
擬
宜

さ
る
る
の
時

は
壁
地

の
如
し
。
今
既
に
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復

た
大
乗
教

に
擬
宜
さ
れ
ざ

る
が
故

に
従
地
而
起

の
如

し
」
(前
同
)
と
述

べ
て

い
る
。
ま
た
、
「
往

至
貧

里
、
以
求
衣
食

」
に

つ
い
て
は

「
貧

里
」
が
人
天
教
、
「
衣
食
」
が
人
天
の
果
報
と

さ
れ
、
「
人
天

の
小
教
、
人
天

の
小
機

に
称
会
ふ
が
故

に
喜

ぶ
な
り
」
(
六
一二
七
中
ー
下
)
と
解
釈

し
て

い
る
。

(
4
)
W
呼
子
得
讐

の
ー
、
2
の
思
想
的
意
味

に

つ
い
て
は

「
先

に
仏
、
三
乗
教
を
用

て
擬
宜
す

る
を
領
す
。
後
に
三
乗
人

の
能
く
受
く
る
を

見
る
」
(六
一二
七
下
)
と
あ
り
、
別

の
箇
所

で
は

2
に

つ
い
て

「
衆
生

に
二
乗

の
機
有
り

て
、

二
乗
教
を
受
く

べ
し
」
(
六
一二
八
上
)
と
も
あ
る
。

な
お
、
呼

子
得
讐
に
お

い
て
も
、
前
節

の
分
類

に

一
々
讐
喩

の
上
で

の
名
称

が

つ
け
ら
れ
て
い
ず
、
直
接
、
内
合
に
あ

た
る
思
想
的
解
釈

が
与

え
ら
れ

て
い
る
部
分
も
あ
る

(
2
の
①
②
③
)
の
で
、
そ
れ
は
こ
こ
で
省

略
す

る
。

(
イ
)

1
の
①

に

つ
い
て
は

「
如
来
、
三
乗
教
を
覚
む
」
(
六
一二
七
下
)
と
解
釈
し
て

い
る
。

1
の
②

に

つ
い
て
は

「
如
来

の
二
乗
教
を
得

る

は
法
身

の
地
に
在
り
」
(前
同
)
と
解
釈
し
て

い
る
。
「
密

遣
」
に

つ
い
て
は

「
時

に
未
だ
二
乗
教
は
只
だ
是
れ
法
身

の
擬
宜

な
り
と
説
か
ず
」
(前

同
)
と
あ
り
、
「
形
色
憔
惇
」
に

つ
い
て

「
今

の
二
乗
教

は
大
乗

の
因
果

の
理
を
詮
す
る
こ
と
能

は
ず
」
と
あ
り
、
「
無
威
徳
」
に

つ
い
て
は

「
二

乗
教
は
声
聞
、
辟
支

に
三
十

二
相

・
八
十
種
好

・
四
無
威
等

の
徳
有
り
と
説

か
ず
」
(前
同
)
と
あ

る
。

1

の
③

に

つ
い
て
は

「
仏

の
、
二
乗

教
を
作
す
方
法
を

明
か
す
」
(前
同
)
と
解
釈

し
て

い
る
。
経
文

の

「
汝
可
詣
彼
徐
語
窮
子
。
此
有
作
処
」

の

「
彼
」
「
此
」
に

つ
い
て
は

「
四

(
17

)

諦
は
此

の
如
し
。
十

二
因
縁
は
彼

の
如
し
」
(前
同
)
と
あ

る
。
『
法
華
経
』
序

品
に

「
為

求
声
聞
者
、
説
応
四
諦
法
、
度
生
老
病

死
、
究
寛
浬

葉

。
為
求
辟
支
仏
者
、
説
応
十
二
因
縁
法
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、

四
諦
は
声
聞
乗
、
十
二
縁
は
縁
覚
乗
を
指
す
。
「
徐
語
」
に

つ
い
て
は

「
二
乗

教
は
正
直

に
物
を
化

し
、
大
乗

の
解
に
入
る
義

、
奢
な

る
に
非
ず
」
(
六
一二
七
下
)
と
あ

る
。
「
倍
与
汝
値
」
に

つ
い
て
は

「
二
乗
教
も

て
擬
宜
し
、

為

め
に

二
乗
家

の
尽

・
無
生

の
智
は
天
等

の
果

に
勝
る
と
説
く
」
(前
同
)
と
あ
る
。
「
将
来
使
作
」
に

つ
い
て
は

「
二
乗

人
若

し
教
を
受
く
れ

ば
、
応
に
修
行

せ
し
む

べ
し
」
(
六
三
八
上
)
と
あ
り
、
コ
雇
汝

除
糞
」

に

つ
い
て
は

「
二
乗

人
若

し
教
を
受
く

る

の
後
、
見

・
修

の
治
道
を
望

め
ば
、
九
十

八
使

の
煩
悩
を
断
ず
」
(前
同
)
と
あ

る
。
「
亦
共
汝
作
」

に

つ
い
て
は

「
此

の
二
乗
教
は
衆
生

の
為
め
に
理
を
詮
す

る
こ
と
有
り

な

て
、
修
道

の
外

縁
と
作

る
」
(前
同
)
と
あ

る
。

1
の
④

に

つ
い
て
は

「
如
来

は
正
し
く

二
乗

教
を

用
て
擬
宜
す

る
な
り
」
(前
同
)
と
解
釈

し
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て

い

る

。

か
な
ら

(
ロ
)
2

の
③

の

「
先
取
其
価
」

に

つ
い
て
は

「
三
界
外

の
尽

・
無
生

の
智
」
(前
同
)
と
述

べ
、
さ
ら

に

「
二
乗

人
は
要
ず
先

に
心
を
、

三
界

の
外

に
尽

・
無
生

の
智
有

る
に
標
し
、
然
し
て
後
、
只
だ
修
行

し
て
煩
悩
を
断
ず
」
(前
同
)
と
解
釈

し
て

い
る
。
2
の
④

に

つ
い
て
は

「
如

来
は
衆
生

に
只
だ
修
行
し
て
羅
漢
果
を
得

る
の
機
有

る
の
み
な

る
を
見
て
、
慈
悲

の
心
を
起

こ
し
、
其

の
小
を
取
り
大
を
取
ら
ざ

る
意
を
念
ず
」

(前
同
)
と
解
釈
し
て

い
る
。

(
5
)
V
教
作
人
讐

の
ー
に

つ
い
て
は

「
如
来

は
将
に
三
乗
教
を
説
か
ん
と
欲
す
る
に
、
先

に
法
身
を
捨

て
て
応
身
を
受
く
」
(
六
一二
八
中
)
と

あ
る
。
こ

の
段
は
、
火
宅

の
讐
喩
に
対
応
す

る
部
分
が
な

い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に

つ
い
て
は

「
前

の

一
階

は
、
但
だ
四
大
声

聞
、
今
深
く
仏

意
を
取
り
、
探
り

て
未
だ
教

を
説
か
ざ

る

の
前

に
本
を
捨

て
　
を

現
ず

る
を
明

か
す
」
(前
同
)
と
あ
る
。

2
に

つ
い
て
は

「
既
に
応
身
を
受

い
た

く
れ
ば
、
然

し
て
後
、
鹿
苑

に
造
り

て
三
乗
教
を
転
じ
物

隣
等
を
化
す
」
(前
同
)
と
あ

る
。

3
に

つ
い
て
は

「
既
に
三
乗
教

を
説

け
ば
、
三

乗
人
受

け
て
行
ず
」
(前
同
)
と
あ
り
、
後

の
箇
所
に
は

「
三
乗
人
受
け

て
行

じ
、
仏

の
三
を
施
す

の
意

に
称
ふ
」
(
六
一二
九
上
)
と
述

べ
て

い
る
。

ふ
さ

(
イ
)

1
の
①

に

つ
い
て
は

「
如
来
は
道
眼
を
以

て
衆
生

の
五
濁

に
塞

が
る
る
を
見
る
」
(六
一二
八
中
)
と
解
釈
し

て
い
る
。
①

の

a
に

つ
い

て
は

「
仏
、
三
乗
教
を
説
き
機
を
照
ら
す
に
臨

む

の
時
」
(前
同
)
と
あ

り
、
①

の
b
に

つ
い
て
は

「
如
来
は
方
便
智

の
中

に
て
衆
生
を
見
る
。

此

の
機

は
是
れ
実
智

に
非
ず
」
(
六
三
八
下
)
と
あ
り
、
①

の

C
に

つ
い
て
は

「
如
来
、
正
し
く
小
乗

の
機
を
照
ら
す
」
(前
同
)
と
あ

る
。
経
文

の

「
臓
痩
」

に

つ
い
て
は

「
小
乗

の
機

に
善

の
自
ら
資
く

る
も

の
無
し
」
(前
同
)
と
あ

り
、
「
憔
埣
」

に

つ
い
て
は

「
威
徳
無
し
」
(前
同
)
と

あ
り
、
「
糞

土
塵
盆
汚
稼

不
浄
」
に

つ
い
て
は

「
備
に
九
十

八
使
有

り
」
(前
同
)
と
あ

る
。
ま
た
、
衆
生

の
機

に
九
十
八
使

の
よ
う

な
悪

が
あ

る
こ
と

に

つ
い
て
は

「
純
善
は
聖
を
感
ぜ
ず
」
(前
同
)
と
述

べ
て

い
る
。
1
の
②

に

つ
い
て
は

「
如
来
は
法
身

の
智
慧
、
功
徳
、
相
好
を
捨

つ
」

(六
三
八
中
)
と
解
釈

し
て
い
る
。
②

の

a
b

c
に

つ
い
て
の
解
釈

は
前
節

の
表

に
す
で
に
示
し
た
。
ま
た
、
こ
こ
で
法
身

の
意
味
に

つ
い
て

「
此

の
中
に
法
身
を
明
か
す
は
即
ち
是
れ
他
方
浄
土

の
分
身

の
諸
仏
を
法
身
と
為
す
な
り
」
(
六
一二
八
下
)
と
述

べ
て
い
る
。

こ
れ
は
既
述
の
法

雲

の

法
華
経

の
法
身

に
対
す
る
解
釈
と
同
様

の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
経
文

の

「
状
有
所
畏
」

に

つ
い
て
は

「
如
来

は
智
慧
を
修
す

る
を
示
す
。
智

ノ
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慧

の
手
を

用
て

二
諦

の
境
を
執
り
、
煩
悩
を
断
除
し

て
生
死
を
厭

ふ
に
示

同
す
」
(前
同
)
と

あ
る
。

1
の
③

に

つ
い
て
は

「
如
来

は
応
身
を

ど
う

受
け
、
凡
夫

の
体

に
同
じ
、
太
子
の
形
を
作
す
を
示
す
」
(
六
一二
八
中
)
と
解
釈

し
て

い
る
。

(
ロ
)
2

の
①
②
③
④

そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
的
解
釈

は
説
か
れ
ず
、
若
干

の
経
文

に
対
し

て
解
釈
し
て

い
る
だ
け
で
あ

る
。
②

の

「
当
加
汝
価
」

に

つ
い
て
は

「
昔
は
但
だ
人
天

の
果
報

の
み
。
今
は
価
を
加
ふ
。
只
だ
是
れ
尽

・
無
生

の
智
な
り
」
(六
一二
九
上
)
と
あ

る
。
③

の

「
翁
器
米
麺

監
酷
之
属
」

の

「
公
瓦
器
」
は
戒
、
「
米
」

は
智
慧
、
「
麺
」
は
禅
定
を

そ
れ
ぞ
れ
指

し
、
「
盤
酷
之
属
」
に

つ
い
て
は

「
苦

の
酢
味
、
無
常

の
味

を
以

て
無
常
苦
空
無
我
行

の
観
智
を
作
す
」
(前
同
)
と
あ
る
。
「
老
弊
使
人
」
に

つ
い
て
は

「
羅
漢

に
備

に
六
通
有

り
て
隠
顕
遊
方

す
。
此

の

六
通
は
如
来

の
神
通

に
及
ば
ず
」
(前
同
)
と
あ
る
。
④

の

「
汝
少
壮
」

に

つ
い
て
は

「
衆
生

の
善
根
劣
弱
な
り
」
(前
同
)
と
あ
る
。

(
ハ
)

3
の
①

は

「
外
凡

の
善
」
(前
同
)
を
意

味
す

る
。
②

に

つ
い
て
は

「
此

の
人
既
に
修
行

す
れ
ば

、
彼

の
外
凡
を
出

て
此

の
信
首

に

登

る
。
仏
は
相
以

の
聖
人

の
仏
種
を

紹
係
す

る
を
呼

ぶ
。
即
ち
是
れ
子

の
義
な
り
」
(
六
三
九
中
)
と
解
釈
し
て

い
る
。
③

の

「
二
十
年
」
に

つ

い
て
は

「
無
相
行

に
入
り
、
時

に
見
諦

・
思
惟

の
両
種

の
治
道
を
修

し
、
煩
悩
を
断
ず
」
(前
同
)
と
あ
り
、
④

の

「
過

是
已
後
」

に

つ
い
て

は

「
只
だ
見
諦

・
思
惟

の
二
種

の
治
道
を
過
ぎ

て
、
正
使
を
断
じ
尽
く

し
て
無
学
果
を
成
ず
」
(前
同
)
と
あ

る
。
ま
た
、
「
心
相
体
信
」
に

つ

い
て
は

「
羅
漢

の
無
為

と
仏

の
無
為
と
異
な

る
こ
と
無

し
」
(前
同
)
と
あ
る
が
、

一
方
、
羅
漢
と
仏

の
相
違
も
歴
然
と

し
て

い
る

の
で
、
「
猶

ひ
と

在
本
処
」

に

つ
い
て

「
仏
は
自
ら
是

れ
大
乗
家

の
有
為

果
、

一
切
種
智
な
り
。
彼
は
是
れ
小
乗

の
位
な
り
。
那
ん
ぞ
仏
と
共

に
斉

し
き

こ
と
を

得

ん
や
」
(前
同
)
と
述

べ
て

い
る
。

(
6
)
W
付
財
物
讐
に

つ
い
て
は
既
述

の
と
お
り
火
宅

の
讐
喩

に
は
な
か

っ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も

「
此

の
讐

は
上

の
讐
を
領
せ
ず
」
(前

同
)
と
述

べ
て

い
る
。
火
宅

の
讐
喩
は
開
三
顕

一
を
讐
え
た
も

の
で
あ

る
か
ら
、
三
乗
と

一
乗
と

の
関
係
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
が
、
信
解
品

の
讐
喩
は
付
財
物
讐
を
説
く
点
に
お

い
て
、
火
宅

の
讐
喩
以
上

の
詳
細
な
教
判
を
示
す

こ
と
が

で
き

る
の
で
あ

る
。
付
財
物
讐
は
大
品
般
若
経

の
説
法
に
対
応
す
る
の
で
あ

る
が
、
『法
華
義

記
』
に
は
、
「
昔
日
、
大
品

の
座
席
に

て
仏
、
須
菩
提
に
命
じ
て
菩
薩

の
為
め

に
教
を
転
じ
、
般

若
を
説
か
し
む
る
を
領
す
。
時
に
須
菩
提
に
命
じ
て
教
を
転
ぜ
し
む

る
の
意
は
、
已
に
自
ら
法
華

の
為
め
に
由
漸
と
作

る
。
何
を
以

て
之
れ
を



『法華義記』における信解品の讐喩解釈について211

も

知
る

や
。
大
品

の
教
は
三
乗
通
教

に
し

て
、
声
聞
辟
支
を
学
ば
ん
と
欲
す
れ
ば
、
当
に
波
若
を
学
ぶ

べ
し
と
言
ふ
。
此

の
波
若

は
本
と
是

れ
菩

の

薩

の
法
な
り
。
忽
ち
声
聞

の
小
道
を
し

て
坐
に
登
り

て
波
若
を
宣

べ
し
め
、
声
聞
を
し
て
菩
薩
に
作
ら

し
め
ん
と
欲
す

る
を
表
す
。
今
者
、

四

大
声
聞
既
に
同
帰

の
義
を
解
す
れ
ば
、
皆
な
是
れ
仏
道

な
り
。
此
れ
は
即
ち
昔

日
の
教
を
転
ず
る

の
意
を
会
し
、
深
く
仏
意
を
取
り
、
探
り

て

(
18

>

昔

日

の
事

を
領

す
」
(前
同
)
と
述

べ
て

い
る
。
こ
こ
に
は
、
大
品
般
若
経

が
法
華
経

の
た
め

の
準
備

的
教
え

で
あ

る
こ
と
、
ま
た
、
三
乗
通

教

で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ

て
い
る
。

(
イ
)

1
の
①

に

つ
い
て
は

「
如
来
は
大
品

の
座
席

に
只
だ
三
乗
通
教
を

用
ふ
。
化
功
を
命
と
為
す
。
時
に
将
に
此

の
化
功
を
廃
さ
ん
と
す

る
が
故
に
有
疾
と
言

ふ
」
(六
三
九
中
1
下
)
と
解
釈

し
て

い
る
。
②

に

つ
い
て
は

「
正
し
く
是
れ
須
菩
提
に
告
ぐ
。
汝
、
諸
菩
薩

の
為
め
に
波

若
を
説
け
、
と
」
(六
一二
九
下
)
と
解
釈
し

て
い
る
。
③

に

つ
い
て
は

「
即
ち

大
品

の
時
、
須
菩
提
に
勅

し
て
菩
薩

の
為
め
に
波
若
を
説
か
し
む

る
の
方
法

な
り
」
(前
同
)
と
解
釈

し
て

い
る
。

(
ロ
)

2
の
全
体

に

つ
い
て
は

「
時

に
須
菩

提
は
仏
勅

を
受

け
菩
薩

の
為
め
に
教
を
転
じ

て
波
若

を
説
く
」
(前
同
)
と
解
釈
し
て

い
る
。

さ
ら
に
、
①

に

つ
い
て
は

「
須
菩
提

は
時

に
仏

の
教
を
受
く
」
(前
同
)
と
あ

り
、
②

に

つ
い
て
は

「
須
菩
提

は
正

し
く
座

に
登
り
、
諸
菩
薩

の
為

め
に
教
を
転
じ

て
波
若
を

説
く
な
り
」
(前
同
)
と
あ
り
、
③

に

つ
い
て
は

「
須
菩
提

は
時

に
諸
菩
薩

の
為

め
に
般
若
を
説
き
、
因
を

明

か
し
果
を
弁
ず
。
而
る
に
須
菩
提
は
終

日
他

の
為
め
に
大
乗

の
因
果
を
説
け
ど
も
、
因
果

の
中

に
於

て
求
む
る
意
有

る
こ
と
無
し
。
唯
だ
他

の

(
19

)

為
め

に
大
を
説
く

の
み
に
し
て
、
声
聞

の
位
を
捨

て
ざ

る
な
り
」
(前
同
)
と
あ

る
。

(
7
)
W
見
子
長
大
讐
は
、
経
文
も
短
く
、
法
雲

の
全
体
的
な
解
釈
も
な

い
が
、
1
の

「
復
経
少
時
」

に

つ
い
て

「
教
を
転
ず

る
の
後
、
法
華

み
ち

の
座
を
去

る
こ
と
遠
か
ら
ざ

る
が
故

に
少
時
と
言
ふ
。
只
だ
蓬

に
て

(途
中
で
の
意
か
)
維
摩
経
を
説
く
が
故

に
経
時
と
言
ふ
」
(六
=
元

下
)
と

解
釈
し

て

い
る
点
、
注
目
す

べ
き
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
大
品
般
若
経
と
法
華
経

の
間
に
、
維
摩
経
を
説

い
た

こ
と
を
意
味
す
る
も

の
で
あ
る
。

こ

の
大
品
般
若
経
、
維
摩
経
、
法
華
経

の
順
序
は
、
慧
観

(
四
世
紀
-
五
世
紀
)
の
創
唱
と
伝
え
ら
れ
る
頓
漸
五
時
教
判

や
、
吉
蔵

の
教
判
と
同

(
20

)

じ
順
序

で
あ
り
、
智
顕

の
五
時
教
判
と
は
異
な
る
。
ま
た
、

2
の

「
漸
已
通
泰
」
に

つ
い
て
は

「
五
濁
無

し
」
(前
同
)
と
あ
り
、
「
成
就
大
志
」
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く
ら

に

つ
い
て
は

「
大
乗

の
機
発
す
」
と
あ
る
。
3
に

つ
い
て
は
、
す

で
に
前
節

の
表

に
示

し
た
が
、

さ
ら
に

「
今

日
の
大

は
昔

日
の
小

に
形
ぶ
れ

ば
、
鄙
し
む

べ
き

に
足
る
」
(前
同
)
と
あ

る
。

(
8
)
珊
付
家
業
讐

に

つ
い
て
は

「
法
華
を
説

い
て
万
善
同
帰
を
明
か
し
、
三
乗

の
人
皆
な
転
じ

て
菩
薩
と
作
り
皆
な
仏
道
を
成
ず

る
を
明
か

す
」
(前
同
)
と
解
釈
し
て

い
る
。

い
よ

い
よ
、
法
華
経
に
よ

っ
て
仏

の
教
化
が
完
成

さ
れ
る
段

で
あ
る
。

(
イ
)
1
の

「
臨
欲
終
時
」
に

つ
い
て
は

「
如
来
、
品
初

に
法
華
を
説
く
時
、
三
乗

の
化
功

の
勢
、
未
だ
息
ま
ず

」
(六
四
〇
上
)
と
解
釈

し

も

て

い
る
。
さ
ら
に
、
「
三
乗

の
化
功

に
漸
廃

の
義
有
り
。
若
使
し
法
華
を
説
け
ば
、
究
寛

し
て
無

三

の
義
を
明
か
す

。
三
乗

の
化
功
已
に
廃
す

お
わ

な

る
は
死

の
如

し
。
法
華
を
説
く

こ
と
既
に
未
だ
周
ね
く
寛
ら
ざ

れ
ば
、
波
若

の
勢

、
由

ほ
未
だ
尽
き
ざ

る
が
故

に
臨
終
と
名
つ
く
」
(前
同
)

と
あ
る
。

(
ロ
)
2
に

つ
い
て
は

「
如
来
、
光
を
放
ち
地
を
動
か
し

て
招
集
す

る
に
縁
有
り
」
(前
同
)
と
解
釈
し

て
い
る
。
ま
た
、
「
親
族
」
は
分
身

の
諸
仏
、
「
国
王
」
は
多
宝
仏
塔
、
「
大
臣
」
は
十
地

の
菩
薩

、
「
刹
利
」
は
九

地

の
菩
薩

、
「
居
士
」
は
八
地
以
下

の
菩
薩
を
指
す
と
あ
る
。

(
ハ
)
3
に

つ
い
て
は

「
今
昔
を
会
通
す
る

の
意
な
り
。
即
ち
是

れ
今
、
法
華

の
座
席

に
於

て
唱

へ
て
言
く
、
昔

日
已
に
仏
、
大
乗
を
用
て

汝
を
化
す
。
今
復
た
大
乗
も
て
化
す

る
な
り
、
と
」
(前
同
)
と
解
釈

し
て
い
る
。
経
文

に

つ
い
て
は
、
「
此
実
我
子
」
に

つ
い
て

「
此
れ
は
是

れ
実

に
昔

日
化
す

る
所

の
大
乗

の
子
な
り
」
(前
同
)
と
あ
り
、
「
某

城
」
は

「
二
万
億
仏

の
教
」
で
あ
り
と
述

べ
、
「
捨
吾
逃
走
」
に

つ
い
て

「
昔

日
、
仏

は
大
乗
を
用

て
化
す
。
後

に
衆
生

は
大
乗

の
解
を
失
ふ
。
既
に
解
を
失

へ
ば
、
密

か
に
仏
に
遠
ざ
か

る
の
義
有
り
」
(前
同
)
と
あ
り
、

「
辛
苦

五
十
余

年
」

に

つ
い
て

「
既
に
大
乗

の
解
を
失

ひ
、
広
く
煩
悩
を
起

こ
せ
ば
、
備

に
六
道
を
経
」
(前
同
)
と
あ
り
、
「
推
覚
」
に

つ
い

よ

て

「
二
万
億
仏
於
り
以
来
、
恒
に
衆
生

の

一
乗
を
覚
む
」
(
六
四
〇
中
)
と
あ
り
、
「
得
之
」

に

つ
い
て

「
今
始

め
て
大
機
発

し
、
本
来

の
意

に

称
ふ
」
(前
同
)
と
あ
り
、
二
度
め
に
出

る

「
此
実
我
子
」
に

つ
い
て

「
実
に
蓬

に
て
大
乗
も

て
化
す
」
(前
同
)
と
あ

る
。

さ
ず

(
二
)

4
に

つ
い
て
は

「
正
し
く
法
華
経
を
説
き
、
諸

菩
薩

の
為
め
に
記
を
受
け
仏
を
得
し
む
」
(前
同
)
と
解
釈

し

て

い
る
。
ま
た
、
経

文

の

「
今
我
所
有

一
切

財
物
、
皆
是

子
有
」

に

つ
い
て
は

「
顕

一
の
義
を
付
す
」
(前
同
)
と
あ
り
、
さ
ら
に

「
三
乗

の
人
に
語
り

て
、
汝
未



『法華義記』における信解品の讐喩解釈について213

来
に
仏
果
を
得

る
こ
と
我
が
如
く
し
て
異
な

る
こ
と
無

し
と
言
ふ
が
故

に
是

子
有
と
言
ふ
」
(前
同
)
と
あ

る
。
「
先
所
出
内
、
是
子
所
知
」
に

つ
い
て
は

「
開
三

の
義
を
付
す
」
(前
同
〉
と
あ

り
、

さ
ら
に

「
語
り

て
、
我
れ
昔

よ
り
来
た
説
く
所

の
三
乗
等

の
教
は
悉

く
衆

生
を
し
て
是

れ
方
便
な
り
と
知
ら
し
む
と
言
ふ
が
故

に
是
子
所
知
と
言

ふ
」
(前
同
)
と
あ

る
。

いつ

(
9
)
皿
子
歓
喜
讐

に

つ
い
て
は

「
三
乗
人
、
法
華
を
説
く
を
聞
き
、
記
を
受

け
て
仏
と
作

る
こ
と
を
得

る
が
故

に
歓
喜
す
」
(前
同
)
と
解

い
は

釈

し

て

い
る
。
ま

た

、

経
文

の

「
我
本

無

心

」

に

つ

い
て
は

「
四
大
声

聞

、
自

ら
道

く

、
昔

日
、

大

品

の
座

席

の
時

、

大

因
大

果

を
見

る
も

、

(
21

)

時

に
都

て
稀
求

の
心
無
し
、
と
。
此
れ
昔

の
不
求
を
挙
げ
て
今

日
の
自
得
を
形
釈
す
」
(前
同
)
と
あ
る
。

以
上
、
信
解
品

の
讐
喩

の
思
想
的
意
味
を

『
法
華
義

記
』
の
内
合

に
着
目
し
て
整
理
し
た
。
煩
預
に
過
ぎ

る
嫌

い
は
あ

っ
た
が
、
智
顕

や
吉

蔵

の
解
釈
と

の
詳
細
な
比
較
を
す

る
た
め
の
基
礎
作
業
と

し
て
、
先
ず
は

『
法
華
義

記
』
に
お
け

る
解
釈

の
全
貌
を
確
定
す

る
必
要
が
あ

っ
た

の
で
あ

る
。
教
判
思
想
に

つ
い
て
言
え
ば
、
(
ア
)
過
去

の
二
万
仏

の
も
と

で
の
大
乗

に
よ
る
教
化
、
(
イ

)
衆
生
に
お
け
る
大
乗

の
理
解

の
喪

失
と
六
道
輪

廻
、

(
ウ
)
人
天
乗

の
機

の
発
生
、
(
エ
)
二
乗
に
よ
る
教
化
、

(
オ
)
大
品
般
若
経

の
説
法
、
(
カ
)
維
摩
経

の
説
法
、
(
キ
)
法

華
経

の
説
法

に
よ
る
仏

の
教
化

の
完
成

、
と

い
う
次
第
順
序
が
、
法
雲

に
よ

っ
て
構
想
さ
れ
て

い
た

こ
と

が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
と
く
に
、
大

品
般
若
経
、
維
摩
経

の
位
置
づ
け

は
教
判
思
想
史
上
注
目
さ
れ

る
。

注(
1
)

拙
稿

「吉
蔵
に
お
け
る

『法
華
経
』
信
解
品
の
讐
喩
解
釈

に
つ
い
て
i

『法
華
玄
論
』
を
中
心
と
し
て

」
(『東
方
』
第

一
号
、
昭
和
六
十
年

四
月
)
を
参
照
。

(2
)

『法
華
義
記
』
巻
第
四
、
「
第

一
此
讐
喩
品

一
品
明
如
来
為
中
根
人
、
讐
説
開
三
顕

一
同
帰
之
理
。
正
化
中
根
人
也
。
第
二
信
解
品
明
中
根
人
領
解
也
。
」

(大
正
三
三

・
六

=
二
中
)
を
参
照
。

(
3
)

『法
華
義
記
』
(前
同

・
六
〇
八
中
-
下
、
ま
た
、
六
〇
九
上
-

六

一
〇
中
)
に
基
づ

い
て
整
理
し
た
。

(
4
)

前
同

・
六

一
四
中
ー
下
参
照
。
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(
5
)

『法
華
義
記
』
(前
同

・
六

一
四
中
-

下
)
に
基
づ

い
て
整
理
し
た
。

(
6
)

類
文
が
別

の
箇
所
に
も
あ
る
。
「
是
則
不
領
上
開
三
顕

一
之
意
。
此
遠
領
昔
日
大
品
座
之
時
仏
命
須
菩
提
為
諸
菩
薩
転
教
説
波
若
之
意
也
。
」
(前
同

・

六
三
三
中
-
下
)
を
参
照
。

(
7
)

『法
華
文
句
』
巻
第

一
、
「
天
親
作
論
、
以
七
功
徳
分
序
品
。
五
示
現
分
方
便
品
。
其
余
品
各
有
処
分
。
昔
河
西
葱
、
江
東
瑞
取
此
意
、
節
目
経
文
。

末
代
尤
煩
、
光
宅
転
細
。
重
雰
騎
於
太
清
、
三
光
為
之
鷹
耀
。
間
津
者
所
不
貴
。
曇
驚
云
、
細
科
煙
嚴
、
雑
砺
塵
飛
。
蓋
若
過
若
不
及
也
。
」
(大
正
三
四

・

一
下
)
を
参
照
。

(
8
)

信
解
品
の
注
で
は
、
た
と
え
ば

「外
警
為
論
、
此
人
年
既
長
大
、
復
窮
亦
困
。
…
…
内
合
為
義
、
衆
生
既
離
経
五
道
…
…
」
(大
正
三
三

・
六
三
四
下
)

な
ど
と
出
る
。
智
顕

の

『
法
華
文
句
』
に
も
、
「
内
合
」
に

つ
い
て
は

「初
内
合
退
大
乗
已
備
遭
諸
苦
深
起
厭
患
…
…
」
(大
正
三
四

・
八

一
下
)
な
ど

と
出
る
。

(
9
)

信
解
品

の
注
で
は
、
た
と
え
ば

「
比
明
讐
説
。
広
領
解
中
有

二
者
、
第

一
是
開
讐
。
第

二
是
合
讐
。」
(
大
正
三
三

・
六
三
二
中
)
な
ど
と
出
る
。
智

顕
の

『法
華
文
句
』
に
も
、
た
と
え
ば

「従
世
尊
我
等
楽
説
讐
喩
下
、
是
広
領
解
有
開
讐
合
讐
。
」
(大
正
三
四

・
八
〇
上
ー

中
)
な
ど
と
出
る
。
な
お
、

「
合
」
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
竺
道
生

の

『妙
法
蓮
花
経
疏
』
に
お
い
て

「
大
富
長
者
則
是
如
来
。
自
下
三
番
合
上
三
讐
。
此
合
第

一
讐
父
子
義
。
」
(続

蔵

一
-

二
ー
乙
-

二
三
…

四

・
四
〇
五
右
上
)
な
ど

の
用
例
が
見
ら
れ
る
。

(
10
)

拙
稿

「竺
道
生
に
お
け
る
機
と
感
応
に

つ
い
て
」

(『印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三
二
ー

一
、
昭
和
五
十
八
年
十

二
月
)
を
参
照
。
ま
た
、
「
『大
般
浬
葉

経
集
解
』
に
お
け
る
僧
亮

の
感
応
思
想
」
(『東
方
』
第
三
号
、
昭
和
六
十
二
年
十
二
月
)
を
参
照
。

(
11
)

「
如
是
二
万
仏
皆
同

一
字
、
号

日
月
灯
明
。」
(大
正
九

二
二
下
)
を
参
照
。

(
12
)

法
雲
の
法
身
説
に

つ
い
て
は
、
木
村
宣
彰

「
法
雲

の
仏
身
説
」
(『仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
』
第
十
六
号
、
昭
和
四
十
七
年
十
月
)
を
参
照
。

(
13
)

大
正

一
四

・
五
四
九
下

(
14
)

大
正
三
八

・
三
九
四
上
参
照
。

(
15
)

「
領
解
」
は
注
釈
術
語
の

一
つ
で
、
文
字
通
り
、
「
理
解
」

の
意

で
あ
る
。
信
解
品
は
、
讐
喩
品
の
讐
説
を

四
大
声
聞
が
理
解
し
た
こ
と
を
示
す
段
な

の
で
、
「領
解
」
と
言
わ
れ
る
。

(
16
)

「擬
宜
」
は
注
釈
術
語
の

一
つ
。
擬

は
、
は
か
る
の
意
。

つ
ま
り
、
宜
し
き
か
ど
う
か

(都
合
が
い
い
か
ど
う
か
。
具
体
的
内
容
に
即
し
て
言
え
ば
、

教
え
を
受
け
る
衆
生
の
能
力
に
ぴ

っ
た
り
適
合
し
た
教
え
か
ど
う
か
)
を
考
え
る
の
意
で
あ
る
。

(
17
)

大
正
九

・
三
下

(
18
)

「
三
乗
通
教
」
と
い
う
用
語
は
、
吉
蔵

の

『
三
論
玄
義
』
(大
正
四
五

・
五
中
参
照
)
に
紹
介
さ
れ
る
慧
観

の
五
時
教
判

(三
乗
別
教
、
三
乗
通
教
、
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抑
揚
教
、
同
帰
教
、
常
住
教
)
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
周
知

の
事
で
あ
る
が
、
『
三
論
玄
義
』

の
よ
う
な
後
世

の
資
料
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前

の
資
料
を
検

索
す
る
と
、
『
大
般
浬
葉
経
集
解
』
巻
第
三
十
五
に
、
僧
宗

(
四
三
八
ー

四
九
六
)
の
注
と
し
て

「
従
乳
出
酪
者
、
謂
十
二
年
後
説
三
乗
通
教
。
大
品
経

是
也
。
」
(大
正
三
七

・
四
九
三
上
ー

中
)
と
あ

る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
拙
稿

「
『大
般
浬
繋
経
集
解
』
に
お
け
る
僧
宗

の
教
判
思
想
」
(『印
度
学
仏
教
学

研
究
』
三
七
i

一
、
昭
和
六
十
三
年
十
二
月
)
を
参
照
。
な
お
、
『法
華
義
記
』
巻
第
四
に
は

「
然
三
乗
別
教
亦
次
第
説
。
鹿
苑
説
四
諦
、
王
舎
城
中
説

十
二
因
縁
、
後
説
優
婆
塞
戒
経
。」

(大
正
三
三

・
六

一
一
下
。
優
婆
塞
戒
経

は
曇
無
識
訳
で
、
善
生
長
者
と

い
う
優
婆
塞

の
た
め
に
菩
薩
戒
を
説

い
た

大
乗
経
典
)
と
あ
り
、
「
三
乗
別
教
」
と

い
う
用
語
も
出
て
い
る
。

(
19
)

こ
れ
と
類
似

の
注

に

「
何
者
、
昔
日
大
品
座
席
之
時
、
我
親
為
諸
菩
薩
、
転
教
説
般
若
。
明
大
乗
因
如
彼
、
説
大
乗
果
如
此
。
而
我
干
時
於
此
大
乗

因
亦
不
求
。
於
大
乗
果
亦
不
求
。
而
我
干
時
自
知
大
乗
因
果
是
好
法
。
只
是
不
求
。
何
以
故
。
口
言
若
仏
見
無
為
入
正
位
者
、
不
能
復
発
菩
提
心
。
而

今
日
値
法
華
座
席
、
即
会
三
成

】
、
明
声
聞
小
行
皆
成
仏
果
。
此
則
是
自
得
之
義
。
」
(大
正
三
三

・
六
三
二
中
)
と
あ
る
。

(
20
)

慧
観

の
五
時
教
判
に

つ
い
て
は
、
前
注

(
18
)
に
言
及
し
た

『
三
論
玄
義
』
の
当
該
箇
所
を
参
照
。
吉
蔵
は
経
典

の
説
時
の
固
定
化
に
は
否
定
的
で

あ

っ
た
が
、

一
往

の
順
序
を
設
定
す

る
場
合
は
、
般
若
経
、
方
等
経

(維
摩
経
は
こ
れ
に
属
す
る
)、
法
華
経
の
順
と
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
『法
華

玄
論
』
巻
第

一
、
「
従
波
若
巳
後
法
華
之
前
中
間
、
説
諸
方
等
。
」
(
大
正
三
四

・
三
六
八
上
)
を
参
照
。
智
顕
に
お

い
て
は
、
方
等
経
、
般
若
経
、
法
華

経

の
順
と
し
て
い
る

(た
と
え
ば
、
『法
華
玄
義
』
巻
第
十
下
、
「
方
等
之
後
、
次
説
般
若
、
為
第
四
時
教
也
。」
大
正
三
三

・
八
〇
八
上
を
参
照
)。

(
21
)

「
形
釈
」
の

「
形
」
は
く
ら

べ
る
の
意
。
他

の
も

の
と
比
較
し
て
解
釈
す
る
こ
と
を

「形
釈
」
と

い
う
。
法
雲

の
注
釈
術
語

の

一
つ
で
あ
る
。

(か
ん
の

ひ
ろ
し

・
文
学
部
講
師
)


